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　本年度の体育大会代替大会をクラスマッチ形式による大
会として開催しました。女子はバレーボール、男子はサッ
カーを実施しました。半日の開催となりましたが、当日は
晴天に恵まれ、各クラスとも授業の成果を発揮し、優勝目
指して活気あるプレイが見られました。コロナ感染症対策
により、様々な制約がありましたが、生徒の無限なるエネ
ルギーを感じることのできる行事となりました。

　令和２年９月26日（土）
　８時半、開会式後、北小応援を皮切りに各学年の競技開始。
　新型コロナウイルス感染拡大防止として、各家庭２名参観。
　低・中・高学年、それぞれ徒走・表現を実施。６年生のみ
親子競技も追加。
　学年部別の参観者交代も保護者の皆様のご理解ご協力によ
りスムーズに行われた。
　閉会式は全児童校舎内に入り、オンライン閉会式を実施。

　今年度は低・中・高学年の３つに分散し、入れ替わり
ながら運動会を行いました。運動場に出ていない学年は、
教室でリモート中継の映像を見ながらの応援です。ビデ
オカメラ、タブレット、ドローンを駆使し中継を行いま
した。教室からも応援や歌声が響きわたり「はなれてい
ても心を一つに」盛り上がることができました。保護者
の皆さんにも観覧席の入れ替わりなどご協力いただきま
した。

　今年度の運動会は、感染症対策のため、低・中・高学
年部毎に分けて実施しました。
　これまで授業参観等もできず、今回が保護者に子ども
たちの頑張る姿を観ていただく初めての機会でした。
　そのため、保護者観覧席に向かってダンス等を踊った
り、応援団演技をしたりして、保護者の方々に、すぐ近
くで子どもたちの姿を観ていただきました。
　徒走と表現運動の２種目（高学年は応援団も加えて３
種目）でしたが、子どもたちが達成感を味わい、保護者
も満足できる運動会になったと思います。

　本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模
を縮小し分散型の運動会でした。
　しかし「今こそ団結　明るい笑顔　元気いっぱい運動会」
のスローガンのもと、子どもたちは徒走やリレー、表現
（ダンス）に一生懸命取り組み、見事にやり遂げました。
　この経験を今後の教育活動にいかしていきますので、ご
理解とご協力をよろしくお願いします。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症感染予防のため、
参観者を制限しての例年にない運動会になりました。競
技は、低・中・高学年の学年別に行いました。競技のな
い学年は、教室でライブ配信を見ながら応援をしました。
小学校最後の運動会となる６年生をリーダーに、運動場
と教室で場所は離れていても、851人が心を一つに、運
動会を成功させました。

　武蔵ヶ丘中学
校では、コロナ
禍の「新たな生
活様式」の中で、
９月８日から25
日を体育大会期
間として「リモー
ト体育大会」と
いう「新たな学
校文化」の創造
に挑戦してきま
した。

　全校生徒が集わない、保護者・地域の参観がない等、
初めてのことばかりで、生徒も教職員も不安な気持ちを
抱えながら、試行錯誤の毎日でした。しかし、学年をこ
えた豊かな学びが学校全体の前進につながっていること
を実感しました。
　本校としても大きな学びとなりましたが、生徒にとっ
て感染症と共にある社会における「生き方」を学ぶ機会
となりました。

　「運動会は実施できるのだろうか」と数ヶ月前から思
案を重ねてたどり着いた当日、86名の子どもたちは大
いにはりきっていました。縮小したプログラムはどこか
物足りなさも感じていましたが、子どもたちは力一杯躍
動し、これまでにない充実した運動会を自分たちでつく
りあげました。気持ちも空も澄み渡った、心に残る運動
会でした。

「仲間と心を一つに全力で　
　　　　思い出に残る運動会にしよう」

「はなれていても心を一つに
 協力し合い最後まで笑顔で楽しむ菊西運動会」

「心を一つに最後まで　
　　　　　　コロナに負けない武北っ子」

「雲外蒼天 ～コロナ禍を吹き飛ばせ～」「北小みんなの力を合わせ
　　　　　　　思い出の花をさかせよう」

「今こそ団結 明るい笑顔
                        元気いっぱい運動会」 「完全武結 ～武中の絆で届ける YELL ～」

「みんなを笑顔に 心に残る 運動会」

コロナに負けな
い！ 支えてもらった

　　家族・地域に感謝

担当：西本　友春
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菊陽町特別会計及び事業会計

◇菊陽町土地取得特別会計
歳　入：198万円
歳　出：129万円
差引額：69万円

◇菊陽町工業団地造成事業特別会計
歳　入：3億 9,815 万円
歳　出：1億 7,245 万円
差引額：2億 2,570 万円
実質収支額：1億 9,520 万円の黒字

◇菊陽町国民健康保険特別会計

菊陽町の財政状況

歳　入：38億 3,645 万円
歳　出：37億 1,543 万円
差引額：1億 2,101 万円
実質収支額：1億 2,101 万円の黒字

◇菊陽町後期高齢者医療特別会計
歳　入：3億 9,149 万円
歳　出：3億 8,008 万円
差引額：1,141 万円
実質収支額：1,141 万円の黒字

◇菊陽町介護保険特別会計
歳　入：25億 5,606 万円
歳　出：24億 1,062 万円
差引額：1億 4,544 万円
実質収支額：１億 4,544 万円の黒字

菊陽町下水道事業会計（連結）
収益的収支
下水道を維持管理するための経費とその財源（税別）
収入：13億 4,204 万円　　　　
支出：12億 1,330 万円
資本的収支
（下水道施設を整備・拡充するための経費とその財源）
収入：６億 8,465 万円　　　　
支出：11億 157万円

　財政基盤の強さを表す指標である「財政力指数」について、菊陽町は0.98（平成29年度から令和元
年度までの平均）であり、県内第１位です。しかしながら、地方自治体間の財源の不均衡を調整し国
が再配分する「普通交付税」の令和元年度の交付額は8,451千円と、県内最下位となっています。
　このことから、税収と地方交付税の合計を見ると、他市町村と比較して財源が潤沢であるとは言え
ない状況にあります。
担当：廣瀨　英二

一般会計 歳入：160億4,388万円
歳出：152億6,629万円

差引額：７億7,759万円
このうち、翌年度へ繰越すべき財源：２億1,157万円
実質収支額：５億6,602万円の黒字

歳　入 （単位：千円）

（単位：千円）歳　出

令和元年度決算

自主財源（62.4％） 依存財源（37.6％）

款 収入済額 収入済合計に
対する割合（％） 款 収入済額 収入済合計に

対する割合（％）

町税 7,174,813 71.6％ 地方譲与税 201,954 3.4％

分担金及び負担金 255,573 2.6％ 地方消費税交付金 735,381 12.2％

使用料及び手数料 179,162 1.8％ 地方特例交付金 120,572 2.0％

財産収入 325,567 3.3％ 地方交付税 156,266 2.6％

寄附金 9,774 0.1％ 国庫支出金 2,595,680 43.1％

繰入金 834,500 8.3％ 県支出金 1,337,064 22.2％

繰越金 1,115,412 11.1％ 町債 811,900 13.5％

諸収入 122,135 1.2％ その他 68,124 1.0％

計 10,016,936 100.0％ 計 6,026,941 100.0％

合計 16,043,877

款 令和元年度（a） 平成30年度（b） （a）-（b） 構成比

　議会費 140,776 118,124 22,652 0.9％

　総務費 1,852,325 3,683,828 -1,831,503 12.1％

　民生費 5,761,727 5,210,290 551,437 37.7％

　衛生費 1,317,255 1,169,093 148,162 8.6％

　農林水産業費 372,557 587,561 -215,004 2.4％

　商工費 254,102 581,024 -326,922 1.7％

　土木費 1,231,041 1,420,710 -189,669 8.1％

　消防費 1,171,207 481,474 689,733 7.7％

　教育費 1,818,393 1,856,190 -37,797 11.9％

　公債費 1,339,034 1,331,279 7,755 8.8％

合　計 15,266,285 16,634,388 -1,368,103 100.0％
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認定第４号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

認定第５号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

認定第６号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第53号 承認 15-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

請願第１号 不採択 2-15 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ●

発議第４号 可決 15-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

認定第１号 令和元年度菊陽町一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 令和元年度菊陽町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第３号 令和元年度菊陽町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第４号 令和元年度菊陽町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第５号 令和元年度菊陽町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第６号 令和元年度菊陽町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第52号 令和元年度菊陽町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第53号 菊陽町部落差別の解消の推進に関する条例の制定について
議案第54号 菊陽町町民センター設置条例の一部を改正する条例の制定について
議案第55号 令和２年度菊陽町一般会計補正予算（第４号）について
議案第56号 令和２年度菊陽町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）について
議案第57号 令和２年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
議案第58号 令和２年度菊陽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
議案第59号 令和２年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
議案第60号 令和２年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号）について
議案第61号 町道路線の認定について
議案第62号 町道路線の変更について
報告第８号 令和元年度決算に基づく菊陽町の健全化判断比率及び資金不足比率について
報告第９号 有限会社さんふれあの経営状況について
同意第２号 菊陽町教育委員会委員の任命について

議案第63号 工事請負契約の締結について（菊陽町立小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備工事）
請願第１号 菊陽町の子育て支援をより充実するために菊陽町内の私立認可保育園に対する各種補助制度創設の請願書
発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財源の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（案）
発議第４号 コンビニ交付サービスを活用した罹災証明書の交付を求める意見書（案）

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除

付議事件

■賛否表

付議事件（追加）

付議事件（追加）

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

中
岡
敏
博
議
員
　

新
設
課
の
係
り
や
職
員
数
、

体
制
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

危
機
管
理
防
災
課
長
　

消
防
交
通
係
と
防
災
安
全

係
。職
員
は
課
長
１
名
、係
員

２
名
、
２
名
の
合
計
５
名
で

構
成
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
３
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
）

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
４
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

反
対
討
論

小
林
久
美
子
議
員

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
の

た
め
、77
万
円
が
80
万
円
。今

で
も
高
い
国
保
税
、
ず
っ
と

課
税
限
度
額
は
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
て
い
る
た
め
反
対
。

　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

◇
承
認
第
５
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
介

護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
）

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
６
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
）

〈
内
容
〉

菊
陽
南
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
施
設
を
新
た
に

設
置
し
た
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
７
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元
年

度
菊
陽
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
））

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
８
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元
年

度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
））

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
９
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元
年

度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
））

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
10
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２
年

度
菊
陽
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
））

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
44
億

4
，
3
7
4
万
９
千
円
を
追

加
。
歳
出
の
主
な
項
目
と
し

て
、
特
別
定
額
給
付
金
42
億

5
，
2
3
0
万
円
、
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

（
児
童
一
人
当
た
り
１
万
円

を
支
給
）
7
，
1
0
0
万

円
、
菊
陽
町
飲
食
業
・
宿
泊

業
支
援
金
2
，
5
0
0
万

円
、
菊
陽
町
事
業
継
続
支
援

金
3
，
5
0
0
万
円
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
36
号

菊
陽
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て〈内
容
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
目
的
と
す
る
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
が
４
月
30
日
に
公
布

さ
れ
、
こ
の
改
正
に
伴
い
、

菊
陽
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
37
号

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〈
内
容
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
る
た

め
の
申
請
期
間
を
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
条
例
を
改

正
す
る
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
38
号

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〈
内
容
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
図
り
、
感

染
す
る
な
ど
し
た
被
保
険
者

に
対
し
て
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
39
号
　
菊
陽
町
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
40
号

菊
陽
町
手
数
料
条
例
の
一
部

賛
成
　
　
　
阪
本
俊
浩
議
員

防
災
体
制
の
充
実
、
各
小
・

中
学
校
の
環
境
整
備
、
道
路

交
通
の
整
備
、
農
業
の
生
産

基
盤
の
整
備
、
文
化
財
や
伝

統
文
化
へ
の
助
成
、
健
康
づ

く
り
の
取
組
等
予
算
の
執
行

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

発
議
第
４
号

討
論

反
対
　
　
小
林
久
美
子
議
員

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
個
人
情
報

の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
た
め

賛
成
　
　
　
布
田
　
悟
議
員

コ
ロ
ナ
の
問
題
が
発
生
し
た

か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
っ
た
制

度
は
早
急
に
整
備
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

議
案
第
63
号

《
質
疑
》　
　
甲
斐
榮
治
議
員

財
源
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
殆
ど
が
辞
退
、

そ
れ
に
失
格
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
か
。

施
設
整
備
課
長
　
財
源
は
２

分
の
１
が
国
庫
補
助
で
す
。

入
札
の
部
分
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
は
全
国
的
に
進
ん
で

お
り
、
非
常
に
忙
し
い
、
繁

忙
を
迎
え
て
お
り
、
近
隣
の

市
町
村
で
も
一
般
競
争
入
札

で
同
じ
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

議
案
第
53
号

《
質
疑
》    
甲
斐
榮
治
議
員

町
の
責
務
と
は
何
か
。
相
談

体
制
の
充
実
と
は
何
か
。
部

落
差
別
の
解
消
に
必
要
な
教

育
及
び
啓
発
と
は
何
か
。

人
権
教
育
・
啓
発
課
長
　
責

務
は
相
談
体
制
の
充
実
と
教

育
及
び
啓
発
の
充
実
を
図
る

こ
と
、
相
談
体
制
の
充
実

は
、
部
落
差
別
に
つ
い
て
気

軽
に
相
談
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
や
相
談
日
の
設
定
と
周

知
、
ま
た
、
職
員
及
び
指
導

員
の
ス
キ
ル
向
上
、
情
報
の

進
展
に
伴
っ
て
実
情
に
応
じ

た
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
、
広
報
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
活
用
、
研
修
会
、
講

演
会
、
当
事
者
か
ら
学
ぶ
交

流
会
等
を
通
じ
て
啓
発
い
た

し
ま
す
。

《
質
疑
》
　小
林
久
美
子
議
員

今
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、

学
校
教
育
で
こ
れ
以
上
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
な

ぜ
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
だ
け
に

絞
っ
た
の
か
。

人
権
教
育
・
啓
発
課
長
　
今

回
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
学

校
教
育
で
の
取
り
組
み
は
、

検
討
を
こ
れ
か
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

菊
池
管
内
の
菊
池
市
・
合
志

市
・
大
津
町
で
も
条
例
を
改

正
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
条

例
の
目
的
に
部
落
差
別
解
消

推
進
法
を
明
記
し
て
お
り
、

国
も
法
を
制
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
も
個
別
的
な
視

点
か
ら
取
り
組
む
た
め
に
条

例
を
制
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

討
論

反
対
　
　
　
甲
斐
榮
治
議
員

あ
ら
ゆ
る
身
近
な
差
別
を
解

消
す
る
条
例
で
は
な
い
。

　
　
　
　
小
林
久
美
子
議
員

部
落
差
別
だ
け
を
根
拠
に
す

る
条
例
制
定
だ
か
ら
。

賛
成
　
　
　
布
田
　
悟
議
員

人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
は

平
成
７
年
に
制
定
さ
れ
て
い

る
。

議
案
第
55
号

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
変

更
業
務
委
託
料
の
国
保
の
内

容
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特

別
対
策
事
業
と
高
齢
者
福
祉

施
設
等
の
補
助
の
内
容
、
新

議
案
第
59
号

《
質
疑
》　
　
北
山
正
樹
議
員

⑤
路
線
が
歩
道
に
な
っ
た
経

緯建
設
課
長
　
区
域
内
の
住
民

が
遠
回
り
せ
ず
安
全
に
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
開
発
協
議

の
段
階
で
町
か
ら
お
願
い

し
、
整
備
し
て
い
た
だ
い
た

歩
道
区
間
で
す
。

請
願
第
１
号

菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
を
よ

り
充
実
す
る
た
め
に
菊
陽
町

内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
対

す
る
各
種
補
助
制
度
創
設

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

委
員
会
で
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
不
採
択
と
な
っ
た
の

か
。

文
教
厚
生
委
常
任
委
員
長

給
食
費
の
負
担
軽
減
の
補
助

制
度
の
創
設
と
あ
り
ま
す

が
、
町
立
の
小
・
中
学
校
で

も
保
育
園
で
も
そ
う
い
う
補

助
制
度
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
で
皆
さ
ん
の

意
見
が
不
採
択
に
な
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

認
定
第
１
号

討
論

反
対
　
　
小
林
久
美
子
議
員

人
権
啓
発
推
進
費
の
中
で
団
体

活
動
助
成
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
住
宅
新
築
資
金
の

回
収
は
も
っ
と
早
く
か
ら
の
取

組
が
必
要
だ
っ
た
。

型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
費
の
私

立
保
育
所
と
放
課
後
事
業
の

内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

健
康
保
険
部
長
兼
健
康
・
保

険
課
長
　
国
が
構
築
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
を
町
が
導
入
す

る
た
め
国
保
の
特
別
会
計
で

受
け
入
れ
を
し
、
特
別
会
計

か
ら
一
般
会
計
へ
繰
出
し
を

行
っ
て
い
る
も
の
。

介
護
保
険
課
長
　
気
圧
を
下

げ
て
ウ
イ
ル
ス
等
を
流
出
さ

せ
な
い
、
陰
圧
装
置
を
部
屋

ご
と
に
設
置
す
る
も
の
で
町

の
４
施
設
か
ら
８
台
の
要

望
、
町
内
87
の
介
護
事
業
所

に
衛
生
用
品
や
施
設
内
対
策

事
業
費
を
補
助
す
る
も
の
。

子
育
て
支
援
課
長
　
私
立
保

育
所
、
認
可
外
保
育
施
設
を

含
め
た
27
施
設
分
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
16
支
援
単
位
分

及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

４
か
所
分
で
、
い
ず
れ
も
マ

ス
ク
や
消
毒
液
の
衛
生
用

品
・
感
染
防
止
に
必
要
な
備

品
の
購
入
と
感
染
対
策
に
必

要
な
経
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
と
県
の
補
助
金
の

関
係
は

子
育
て
支
援
課
長
　
全
部
県

の
10
╱
10
補
助
で
臨
時
交
付

金
は
充
当
さ
れ
て
い
な
い
。

《
質
疑
》　
　
甲
斐
榮
治
議
員

年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の

残
高
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

財
政
課
長
　
財
源
的
な
健
全

な
財
政
運
営
を
踏
ま
え
た
上

で
、
年
度
末
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
20
億
以
上
は
確
保

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

議
案
第
57
号

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

国
保
の
減
免
申
請
が
現
時
点

で
あ
る
の
か
。
最
近
の
基
金

の
状
況
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
対
策
費
が
補
正
に

入
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
保
険
部
長
兼
健
康
・
保

険
課
長
　
申
請
は
予
算
計
上

時
に
は
３
件
で
す
。
基
金
は

今
回
の
繰
越
金
５
，
０
０
０

万
円
を
積
み
立
て
て
２
億

５
，
３
０
０
万
円
で
運
用
、

今
後
２
億
円
程
度
は
国
保
で

積
み
立
て
を
し
て
い
き
た

い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ

ロ
ナ
対
策
は
補
正
に
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。

議
案
第
59
号

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

基
金
は
残
額
が
ど
れ
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

介
護
保
険
課
長
　
残
額
３
億

３
９
６
万
６
，
０
０
０
円
で

す
。

議
案
審
査

担当：西本　友春
6No.105
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議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪

　
本

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂

　
本

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

認定第１号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

認定第４号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

認定第５号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

認定第６号 承認 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第53号 承認 15-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

請願第１号 不採択 2-15 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ●

発議第４号 可決 15-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

認定第１号 令和元年度菊陽町一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 令和元年度菊陽町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第３号 令和元年度菊陽町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第４号 令和元年度菊陽町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第５号 令和元年度菊陽町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第６号 令和元年度菊陽町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第52号 令和元年度菊陽町下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第53号 菊陽町部落差別の解消の推進に関する条例の制定について
議案第54号 菊陽町町民センター設置条例の一部を改正する条例の制定について
議案第55号 令和２年度菊陽町一般会計補正予算（第４号）について
議案第56号 令和２年度菊陽町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）について
議案第57号 令和２年度菊陽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について
議案第58号 令和２年度菊陽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
議案第59号 令和２年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
議案第60号 令和２年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号）について
議案第61号 町道路線の認定について
議案第62号 町道路線の変更について
報告第８号 令和元年度決算に基づく菊陽町の健全化判断比率及び資金不足比率について
報告第９号 有限会社さんふれあの経営状況について
同意第２号 菊陽町教育委員会委員の任命について

議案第63号 工事請負契約の締結について（菊陽町立小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備工事）
請願第１号 菊陽町の子育て支援をより充実するために菊陽町内の私立認可保育園に対する各種補助制度創設の請願書
発議第３号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財源の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（案）
発議第４号 コンビニ交付サービスを活用した罹災証明書の交付を求める意見書（案）

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除

付議事件

■賛否表

付議事件（追加）

付議事件（追加）

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

中
岡
敏
博
議
員
　

新
設
課
の
係
り
や
職
員
数
、

体
制
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

危
機
管
理
防
災
課
長
　

消
防
交
通
係
と
防
災
安
全

係
。職
員
は
課
長
１
名
、係
員

２
名
、
２
名
の
合
計
５
名
で

構
成
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
３
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
）

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
４
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

反
対
討
論

小
林
久
美
子
議
員

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
の

た
め
、77
万
円
が
80
万
円
。今

で
も
高
い
国
保
税
、
ず
っ
と

課
税
限
度
額
は
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
て
い
る
た
め
反
対
。

　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

◇
承
認
第
５
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
介

護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
）

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
６
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
菊
陽
町
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
）

〈
内
容
〉

菊
陽
南
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
施
設
を
新
た
に

設
置
し
た
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
７
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元
年

度
菊
陽
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
））

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
８
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元
年

度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
））

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
９
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
元
年

度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
））

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
承
認
第
10
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２
年

度
菊
陽
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
））

〈
内
容
〉

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
44
億

4
，
3
7
4
万
９
千
円
を
追

加
。
歳
出
の
主
な
項
目
と
し

て
、
特
別
定
額
給
付
金
42
億

5
，
2
3
0
万
円
、
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

（
児
童
一
人
当
た
り
１
万
円

を
支
給
）
7
，
1
0
0
万

円
、
菊
陽
町
飲
食
業
・
宿
泊

業
支
援
金
2
，
5
0
0
万

円
、
菊
陽
町
事
業
継
続
支
援

金
3
，
5
0
0
万
円
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
36
号

菊
陽
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て〈内
容
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
目
的
と
す
る
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
が
４
月
30
日
に
公
布

さ
れ
、
こ
の
改
正
に
伴
い
、

菊
陽
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
37
号

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〈
内
容
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
る
た

め
の
申
請
期
間
を
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
条
例
を
改

正
す
る
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
38
号

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

〈
内
容
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
図
り
、
感

染
す
る
な
ど
し
た
被
保
険
者

に
対
し
て
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
。

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
39
号
　
菊
陽
町
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

◇
議
案
第
40
号

菊
陽
町
手
数
料
条
例
の
一
部

賛
成
　
　
　
阪
本
俊
浩
議
員

防
災
体
制
の
充
実
、
各
小
・

中
学
校
の
環
境
整
備
、
道
路

交
通
の
整
備
、
農
業
の
生
産

基
盤
の
整
備
、
文
化
財
や
伝

統
文
化
へ
の
助
成
、
健
康
づ

く
り
の
取
組
等
予
算
の
執
行

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

発
議
第
４
号

討
論

反
対
　
　
小
林
久
美
子
議
員

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
個
人
情
報

の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
た
め

賛
成
　
　
　
布
田
　
悟
議
員

コ
ロ
ナ
の
問
題
が
発
生
し
た

か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
っ
た
制

度
は
早
急
に
整
備
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

議
案
第
63
号

《
質
疑
》　
　
甲
斐
榮
治
議
員

財
源
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
殆
ど
が
辞
退
、

そ
れ
に
失
格
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
た
か
。

施
設
整
備
課
長
　
財
源
は
２

分
の
１
が
国
庫
補
助
で
す
。

入
札
の
部
分
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
は
全
国
的
に
進
ん
で

お
り
、
非
常
に
忙
し
い
、
繁

忙
を
迎
え
て
お
り
、
近
隣
の

市
町
村
で
も
一
般
競
争
入
札

で
同
じ
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

議
案
第
53
号

《
質
疑
》    

甲
斐
榮
治
議
員

町
の
責
務
と
は
何
か
。
相
談

体
制
の
充
実
と
は
何
か
。
部

落
差
別
の
解
消
に
必
要
な
教

育
及
び
啓
発
と
は
何
か
。

人
権
教
育
・
啓
発
課
長
　
責

務
は
相
談
体
制
の
充
実
と
教

育
及
び
啓
発
の
充
実
を
図
る

こ
と
、
相
談
体
制
の
充
実

は
、
部
落
差
別
に
つ
い
て
気

軽
に
相
談
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
や
相
談
日
の
設
定
と
周

知
、
ま
た
、
職
員
及
び
指
導

員
の
ス
キ
ル
向
上
、
情
報
の

進
展
に
伴
っ
て
実
情
に
応
じ

た
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
、
広
報
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
活
用
、
研
修
会
、
講

演
会
、
当
事
者
か
ら
学
ぶ
交

流
会
等
を
通
じ
て
啓
発
い
た

し
ま
す
。

《
質
疑
》
　小
林
久
美
子
議
員

今
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、

学
校
教
育
で
こ
れ
以
上
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
な

ぜ
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
だ
け
に

絞
っ
た
の
か
。

人
権
教
育
・
啓
発
課
長
　
今

回
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。
学

校
教
育
で
の
取
り
組
み
は
、

検
討
を
こ
れ
か
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

菊
池
管
内
の
菊
池
市
・
合
志

市
・
大
津
町
で
も
条
例
を
改

正
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
条

例
の
目
的
に
部
落
差
別
解
消

推
進
法
を
明
記
し
て
お
り
、

国
も
法
を
制
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
も
個
別
的
な
視

点
か
ら
取
り
組
む
た
め
に
条

例
を
制
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

討
論

反
対
　
　
　
甲
斐
榮
治
議
員

あ
ら
ゆ
る
身
近
な
差
別
を
解

消
す
る
条
例
で
は
な
い
。

　
　
　
　
小
林
久
美
子
議
員

部
落
差
別
だ
け
を
根
拠
に
す

る
条
例
制
定
だ
か
ら
。

賛
成
　
　
　
布
田
　
悟
議
員

人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
は

平
成
７
年
に
制
定
さ
れ
て
い

る
。

議
案
第
55
号

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
変

更
業
務
委
託
料
の
国
保
の
内

容
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特

別
対
策
事
業
と
高
齢
者
福
祉

施
設
等
の
補
助
の
内
容
、
新

議
案
第
59
号

《
質
疑
》　
　
北
山
正
樹
議
員

⑤
路
線
が
歩
道
に
な
っ
た
経

緯建
設
課
長
　
区
域
内
の
住
民

が
遠
回
り
せ
ず
安
全
に
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
開
発
協
議

の
段
階
で
町
か
ら
お
願
い

し
、
整
備
し
て
い
た
だ
い
た

歩
道
区
間
で
す
。

請
願
第
１
号

菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
を
よ

り
充
実
す
る
た
め
に
菊
陽
町

内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
対

す
る
各
種
補
助
制
度
創
設

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

委
員
会
で
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
不
採
択
と
な
っ
た
の

か
。

文
教
厚
生
委
常
任
委
員
長

給
食
費
の
負
担
軽
減
の
補
助

制
度
の
創
設
と
あ
り
ま
す

が
、
町
立
の
小
・
中
学
校
で

も
保
育
園
で
も
そ
う
い
う
補

助
制
度
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
で
皆
さ
ん
の

意
見
が
不
採
択
に
な
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

認
定
第
１
号

討
論

反
対
　
　
小
林
久
美
子
議
員

人
権
啓
発
推
進
費
の
中
で
団
体

活
動
助
成
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
住
宅
新
築
資
金
の

回
収
は
も
っ
と
早
く
か
ら
の
取

組
が
必
要
だ
っ
た
。

型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
費
の
私

立
保
育
所
と
放
課
後
事
業
の

内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

健
康
保
険
部
長
兼
健
康
・
保

険
課
長
　
国
が
構
築
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
を
町
が
導
入
す

る
た
め
国
保
の
特
別
会
計
で

受
け
入
れ
を
し
、
特
別
会
計

か
ら
一
般
会
計
へ
繰
出
し
を

行
っ
て
い
る
も
の
。

介
護
保
険
課
長
　
気
圧
を
下

げ
て
ウ
イ
ル
ス
等
を
流
出
さ

せ
な
い
、
陰
圧
装
置
を
部
屋

ご
と
に
設
置
す
る
も
の
で
町

の
４
施
設
か
ら
８
台
の
要

望
、
町
内
87
の
介
護
事
業
所

に
衛
生
用
品
や
施
設
内
対
策

事
業
費
を
補
助
す
る
も
の
。

子
育
て
支
援
課
長
　
私
立
保

育
所
、
認
可
外
保
育
施
設
を

含
め
た
27
施
設
分
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
16
支
援
単
位
分

及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

４
か
所
分
で
、
い
ず
れ
も
マ

ス
ク
や
消
毒
液
の
衛
生
用

品
・
感
染
防
止
に
必
要
な
備

品
の
購
入
と
感
染
対
策
に
必

要
な
経
費
と
な
っ
て
い
ま

す
。

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
と
県
の
補
助
金
の

関
係
は

子
育
て
支
援
課
長
　
全
部
県

の
10
╱
10
補
助
で
臨
時
交
付

金
は
充
当
さ
れ
て
い
な
い
。

《
質
疑
》　
　
甲
斐
榮
治
議
員

年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の

残
高
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

財
政
課
長
　
財
源
的
な
健
全

な
財
政
運
営
を
踏
ま
え
た
上

で
、
年
度
末
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
20
億
以
上
は
確
保

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

議
案
第
57
号

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

国
保
の
減
免
申
請
が
現
時
点

で
あ
る
の
か
。
最
近
の
基
金

の
状
況
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
対
策
費
が
補
正
に

入
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
保
険
部
長
兼
健
康
・
保

険
課
長
　
申
請
は
予
算
計
上

時
に
は
３
件
で
す
。
基
金
は

今
回
の
繰
越
金
５
，
０
０
０

万
円
を
積
み
立
て
て
２
億

５
，
３
０
０
万
円
で
運
用
、

今
後
２
億
円
程
度
は
国
保
で

積
み
立
て
を
し
て
い
き
た

い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ

ロ
ナ
対
策
は
補
正
に
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。

議
案
第
59
号

《
質
疑
》　
小
林
久
美
子
議
員

基
金
は
残
額
が
ど
れ
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

介
護
保
険
課
長
　
残
額
３
億

３
９
６
万
６
，
０
０
０
円
で

す
。

議
案
審
査
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各
常
任
委
員
会
の
報
告

答答 問問 答答 問問

【乗合タクシー利用状況】
月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

８ 50 19 41 47 60 75 63利用
者数

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

認
定
第
２
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

人
権
・
啓
発
課

　
人
権
意
識
調
査
の
結
果
で
、人
権
に
関
す
る
講
演
会
・
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
町
民
の
割
合
が
75
％
と
な
っ

て
お
り
、よ
り
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
合
政
策
課

　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
件
数
は
、４
９
６
件
で
、

返
礼
品
の
中
で
一
番
多
く
出
て
い
る
も
の
は
、昨
年
度
と
同
様

「
馬
刺
し
」と
な
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
返
礼
品
の
追

加
に
つ
い
て
は
、さ
ん
ふ
れ
あ
を
通
じ
て
複
数
の
業
者
を
合
わ

せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
出
せ
な
い
か
、に
ん
じ
ん
と
併
せ
て
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
期
間
限
定
で
出
す
な
ど
、Ｐ
Ｒ
を
含
め
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
巡
回
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
年
１
月
26

日
か
ら
巡
回
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
再
編
し
て
お
り
、
再
編
後

の
バ
ス
の
乗
客
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外

出
自
粛
等
も
あ
り
、
各

路
線
で
減
少
し
て
い
る

状
況
で
、
西
部
線
が
一

番
乗
客
数
が
多
く
、
１

月
の
再
編
後
、
向
陽
台

か
ら
役
場
ま
で
乗
り
継

ぎ
な
し
で
直
接
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

利
便
性
は
向
上
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
中
央
循
環
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
下
表
の
と
お
り
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
地
域
で
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
今
後

利
用
促
進
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
住

民
向
け
の
乗
り
方
説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
。

税
務
課

　
土
地
は
西
部
方
面
を
中
心
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

緩
や
か
に
税
収
は
伸
び
て
お
り
、
家
屋
に
つ
い
て
も
住
宅
建

築
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
収
も
年
々
増
加
し
て
お

り
固
定
資
産
税
全
体
も
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

総
務
課

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
広
報
誌
等
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
「
窓
口
や
電

話
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
委
託
先
の
業

者
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
お
り
、

件
数
は
月
に
お
お
よ
そ
20
件
程
度
で
、

届
い
て
い
な
い
と
い
う
も
の
が
大
半
で
、

数
件
は
、
町
に
も
直
接
連
絡
が
あ
り
ま

す
が
、
お
名
前
・
御
連
絡
先
を
伺
い
、

基
本
的
に
は
そ
の
日
の
う
ち
に
委
託
先
か
ら
直
接
手
渡
し
を
し

て
お
り
、
配
布
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
改
善
を
行
っ
て

い
る
。

　
職
員
全
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
は
、
個
人
情
報
に
な
る
の
で
、
人
事
秘
書
係
で
、
適
切

に
管
理
し
て
お
り
、
対
策
と
し
て
は
、
個
別
に
職
員
と
面
談

を
行
っ
て
お
り
、
毎
月
、
町
が
委
託
し
て
い
る
産
業
医
の
医

師
又
は
保
健
師
が
本
庁
に
巡
回
に
来
て
お
り
、
時
間
外
が
非

常
に
多
い
職
員
や
精
神
的
な
負
担
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
職
員

に
は
、
産
業
医
面
談
の
実
施
を
促
し
て
お
り
、
定
期
的
に
面

談
を
受
け
て
い
る
職
員
も
い
る
。

危
機
管
理
防
災
課

　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
公
民
館

耐
震
診
断
の
結
果
は
18
箇
所
の
う
ち
、

12
箇
所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
に
対
す

る
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
新
町
西
区
で
自
主
防
災

組
織
の
設
立
が
あ
り
、
現
在
の
組
織

率
は
84・

6
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
組
織
が
な
い
地

区
へ
の
設
立
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
。

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　
　
　
　
　
　 

定
に
つ
い
て
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
３
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業
特

　
　
　
　
　
　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
　
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

　
　
　
　
　
　
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　  

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　   

　
全
員
賛
成

経
済
部

　農
政
課

　
　町
有
林
に
つ
い
て
木
材
利
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　木
材
価
格
は
下
が
っ
て
お
り
、
維
持
管
理
費
と
の
採
算

　
が
合
わ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
木
材
利
用
の
計
画
は
立

　
て
て
い
な
い
。
50
年
以
上
の
木
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
間

　
伐
し
売
却
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　
　ま
ち
遊
び
利
用
者
は
7
8
0
0
人
だ
が
、町
内
外
の
利
用

　者
の
内
訳
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　町
及
び
商
工
会
で
内
訳
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
申
請
率
は
予
想
よ
り
低

調
だ
っ
た
感
想
だ
が
申
請
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
本
町
で
の
非
課
税
者
の
申
請
率
は
約
40
％
全
国
平
均
と

同
程
度
だ
っ
た
。
ま
た
大
型
店
で
の
利
用
者
が
、
多
く
占

め
経
済
的
な
効
果
は
限
定
的
と
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
　委
託
料
の
デ
ー
タ
作
成
・
シ
ス
テ
ム
改
修
は
全
国
的
に
使
わ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

　
　
今
ま
で
農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

だ
っ
た
が
そ
れ
を
国
が
行
っ
て
い
る
フ
ェ
ー
ズ
農
地
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た
め
の
抽
出
作
業
だ
。

土
木
部

　建
設
課

　
　
橋
梁
点
検
の
結
果
危
険
な
橋
梁
は
あ
る
か
。

　
　５
年
毎
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
点
検
箇
所
は
18
橋
。
大

規
模
修
繕
が
必
要
な
橋
梁
は
無
い
。
た
だ
し
下
戸
橋
に
つ
い
て

は
、
修
繕
判
定
が
出
て
る
為
橋
梁
補
修
の
詳
細
設
計
を
次
年

度
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　定
住
促
進
補
助
金
の
内
訳
は
な
に
か
。

　
　
新
築
12
件
リ
フ
ォ
ー
ム
２
件
転
入
１
件
出
生
７
件
、
３
年
経

過
分
４
件
の
計
26
件
で
あ
る
。
南
小
区
内
に
て
の
開
発
14
区
画

の
宅
地
分
譲
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
て

計
上
済
み
で
あ
る
。

環
境
生
活
課

　
　委
託
料
未
払
補
償
金
と
は
何
か
。

　
　
指
定
ご
み
袋
の
売
り
さ
ば
き
店
へ
の
手
数
料
が
消
費
税
増

税
に
よ
り
５
％
か
ら
８
％
に
な
っ
た
際
そ
の
増
税
分
が
内
税

だ
っ
た
た
め
未
払
い
が
生
じ
た
補
償
金
で
あ
る
。

　
　火
葬
場
負
担
金
の
計
算
は
ど
ん
な
方
法
か
。

　
　
負
担
金
割
合
は
均
等
割
10
％
人
口
割
90
％
の
合
算
で
あ
り

火
葬
し
た
件
数
に
よ
る
算
出
で
は
な
い
。

下
水
道
課

　
　農
業
集
落
排
水
区
域
で
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、将
来
的
に

宅
地
化
が
進
む
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
容
量
が
足
り
な
い

と
い
う
事
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
処
理
人
口
は
約
１
０
０
０
人
で
あ
り
、

現
在
約
７
０
０
人
の
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
。
ま
だ
容
量
に
余

裕
は
あ
る
が
、
将
来
汚
水
量
が
増
加
し
受
け
入
れ
が
困
難
な
場

合
は
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
公
共
下
水
道
の
雨
水
調
整
池
除
草
管
理
等
及
び
農
業
集
落

排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
等
の
委
託
契
約
期
間
並
び

費
用
の
算
定
根
拠
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
雨
水
調
整
池
は
９
箇
所
あ
り
３
契
約
に
振
り
分
け
１
年
間

委
託
し
て
い
る
。
費
用
算
定
は
土
木
積
算
基
準
に
よ
り
算
定
し

て
い
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
は
、
１
年
契
約
で
㈲
中
野
衛
生

に
委
託
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

委
員
長
：
坂
本
秀
則

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決   

　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
４
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
５
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
６
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

　
　
　
　
　
　
め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
対
す

　
　
　
　
　
　
る
各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

不
採
択

理
由

　
給
食
費
の
補
助
、
口
座
引
き
落
と
し
に
係
る
手
数
料
の
補

助
の
請
願
が
求
め
て
あ
っ
た
。
町
で
も
補
助
が
必
要
な
世
帯

に
は
充
分
措
置
し
て
い
る
。
町

立
の
保
育
園
、
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
も
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
同
じ
よ
う
に
負
担
し

て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
学
校
教
育
施
設
の
環
境
整
備

の
た
め
菊
陽
北
小
学
校
で
は
校

舎
の
老
朽
化
対
策
の
為
に
２
億

７
９
９
６
万
円
。
菊
陽
南
小
学

校
で
は
体
育
館
か
ら
の
渡
り
廊
下
改
築
工
事
に
３
０
９
６
万

円
。
ト
イ
レ
改
修
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
で

は
シ
ャ
ワ
ー
室
設
計
工
事
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
で
は
運
動
場
の
拡
張
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
１
億
５
６
０
７

６
万
円
で
整
備
。
調
理
室
の
増
築
、
改
修
工
事
に
６
０
７
６
万

円
支
出
。

町
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
８
月
末
ま
で
で

交
付
７
５
９
９
件
、
交
付
率
は
18
％
で
あ
る
。
前
年
度
の
交

付
は
４
６
４
０
件
、
交
付
率
は
13
％
で
し
た
。

福
祉
課

　
熊
本
地
震
復
興
支
援
基
金
は
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

子
育
て
支
援
課

　
病
後
児
保
育
委
託
料
は
、
１
１
５
７
万
円
。
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
内
（
こ
あ
ら
）
と
中
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
ゆ
ー
か

り
）
で
開
設
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
利
用
者
は
５
７
２
人
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
補

助
金
は
４
１
９
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険

　
出
産
育
児
一
時
金
の
負
担
金
は
、
１
４
３
７
万
円
で
す
。

　
34
件
で
し
た
。

　
葬
祭
負
担
金
は
５
６
０
万
円
で
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
グ
の
補
助
金
は
、
利
用
者
は
５
０
８
人
で
す
。

ど
の
コ
ー
ス
で
も
２
５
０
０
０
円
の
補
助
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

菊陽南小渡り廊下

答 問答 問答 問答答答 問問問

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

認
定
第
２
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

人
権
・
啓
発
課

　
人
権
意
識
調
査
の
結
果
で
、人
権
に
関
す
る
講
演
会
・
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
町
民
の
割
合
が
75
％
と
な
っ

て
お
り
、よ
り
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
合
政
策
課

　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
件
数
は
、４
９
６
件
で
、

返
礼
品
の
中
で
一
番
多
く
出
て
い
る
も
の
は
、昨
年
度
と
同
様

「
馬
刺
し
」と
な
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
返
礼
品
の
追

加
に
つ
い
て
は
、さ
ん
ふ
れ
あ
を
通
じ
て
複
数
の
業
者
を
合
わ

せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
出
せ
な
い
か
、に
ん
じ
ん
と
併
せ
て
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
期
間
限
定
で
出
す
な
ど
、Ｐ
Ｒ
を
含
め
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
巡
回
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
年
１
月
26

日
か
ら
巡
回
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
再
編
し
て
お
り
、
再
編
後

の
バ
ス
の
乗
客
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外

出
自
粛
等
も
あ
り
、
各

路
線
で
減
少
し
て
い
る

状
況
で
、
西
部
線
が
一

番
乗
客
数
が
多
く
、
１

月
の
再
編
後
、
向
陽
台

か
ら
役
場
ま
で
乗
り
継

ぎ
な
し
で
直
接
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

利
便
性
は
向
上
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
中
央
循
環
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
下
表
の
と
お
り
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
地
域
で
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
今
後

利
用
促
進
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
住

民
向
け
の
乗
り
方
説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
。

税
務
課

　
土
地
は
西
部
方
面
を
中
心
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

緩
や
か
に
税
収
は
伸
び
て
お
り
、
家
屋
に
つ
い
て
も
住
宅
建

築
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
収
も
年
々
増
加
し
て
お

り
固
定
資
産
税
全
体
も
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

総
務
課

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
広
報
誌
等
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
「
窓
口
や
電

話
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
委
託
先
の
業

者
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
お
り
、

件
数
は
月
に
お
お
よ
そ
20
件
程
度
で
、

届
い
て
い
な
い
と
い
う
も
の
が
大
半
で
、

数
件
は
、
町
に
も
直
接
連
絡
が
あ
り
ま

す
が
、
お
名
前
・
御
連
絡
先
を
伺
い
、

基
本
的
に
は
そ
の
日
の
う
ち
に
委
託
先
か
ら
直
接
手
渡
し
を
し

て
お
り
、
配
布
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
改
善
を
行
っ
て

い
る
。

　
職
員
全
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
は
、
個
人
情
報
に
な
る
の
で
、
人
事
秘
書
係
で
、
適
切

に
管
理
し
て
お
り
、
対
策
と
し
て
は
、
個
別
に
職
員
と
面
談

を
行
っ
て
お
り
、
毎
月
、
町
が
委
託
し
て
い
る
産
業
医
の
医

師
又
は
保
健
師
が
本
庁
に
巡
回
に
来
て
お
り
、
時
間
外
が
非

常
に
多
い
職
員
や
精
神
的
な
負
担
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
職
員

に
は
、
産
業
医
面
談
の
実
施
を
促
し
て
お
り
、
定
期
的
に
面

談
を
受
け
て
い
る
職
員
も
い
る
。

危
機
管
理
防
災
課

　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
公
民
館

耐
震
診
断
の
結
果
は
18
箇
所
の
う
ち
、

12
箇
所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
に
対
す

る
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
新
町
西
区
で
自
主
防
災

組
織
の
設
立
が
あ
り
、
現
在
の
組
織

率
は
84・

6
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
組
織
が
な
い
地

区
へ
の
設
立
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
。

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　
　
　
　
　
　 

定
に
つ
い
て
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
３
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業
特

　
　
　
　
　
　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
　
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

　
　
　
　
　
　
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　  

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　   

　
全
員
賛
成

経
済
部

　農
政
課

　
　町
有
林
に
つ
い
て
木
材
利
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　木
材
価
格
は
下
が
っ
て
お
り
、
維
持
管
理
費
と
の
採
算

　
が
合
わ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
木
材
利
用
の
計
画
は
立

　
て
て
い
な
い
。
50
年
以
上
の
木
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
間

　
伐
し
売
却
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　
　ま
ち
遊
び
利
用
者
は
7
8
0
0
人
だ
が
、町
内
外
の
利
用

　者
の
内
訳
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　町
及
び
商
工
会
で
内
訳
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
申
請
率
は
予
想
よ
り
低

調
だ
っ
た
感
想
だ
が
申
請
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
本
町
で
の
非
課
税
者
の
申
請
率
は
約
40
％
全
国
平
均
と

同
程
度
だ
っ
た
。
ま
た
大
型
店
で
の
利
用
者
が
、
多
く
占

め
経
済
的
な
効
果
は
限
定
的
と
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
　委
託
料
の
デ
ー
タ
作
成
・
シ
ス
テ
ム
改
修
は
全
国
的
に
使
わ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

　
　
今
ま
で
農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

だ
っ
た
が
そ
れ
を
国
が
行
っ
て
い
る
フ
ェ
ー
ズ
農
地
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た
め
の
抽
出
作
業
だ
。

土
木
部

　建
設
課

　
　
橋
梁
点
検
の
結
果
危
険
な
橋
梁
は
あ
る
か
。

　
　５
年
毎
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
点
検
箇
所
は
18
橋
。
大

規
模
修
繕
が
必
要
な
橋
梁
は
無
い
。
た
だ
し
下
戸
橋
に
つ
い
て

は
、
修
繕
判
定
が
出
て
る
為
橋
梁
補
修
の
詳
細
設
計
を
次
年

度
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　定
住
促
進
補
助
金
の
内
訳
は
な
に
か
。

　
　
新
築
12
件
リ
フ
ォ
ー
ム
２
件
転
入
１
件
出
生
７
件
、
３
年
経

過
分
４
件
の
計
26
件
で
あ
る
。
南
小
区
内
に
て
の
開
発
14
区
画

の
宅
地
分
譲
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
て

計
上
済
み
で
あ
る
。

環
境
生
活
課

　
　委
託
料
未
払
補
償
金
と
は
何
か
。

　
　
指
定
ご
み
袋
の
売
り
さ
ば
き
店
へ
の
手
数
料
が
消
費
税
増

税
に
よ
り
５
％
か
ら
８
％
に
な
っ
た
際
そ
の
増
税
分
が
内
税

だ
っ
た
た
め
未
払
い
が
生
じ
た
補
償
金
で
あ
る
。

　
　火
葬
場
負
担
金
の
計
算
は
ど
ん
な
方
法
か
。

　
　
負
担
金
割
合
は
均
等
割
10
％
人
口
割
90
％
の
合
算
で
あ
り

火
葬
し
た
件
数
に
よ
る
算
出
で
は
な
い
。

下
水
道
課

　
　農
業
集
落
排
水
区
域
で
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、将
来
的
に

宅
地
化
が
進
む
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
容
量
が
足
り
な
い

と
い
う
事
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
処
理
人
口
は
約
１
０
０
０
人
で
あ
り
、

現
在
約
７
０
０
人
の
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
。
ま
だ
容
量
に
余

裕
は
あ
る
が
、
将
来
汚
水
量
が
増
加
し
受
け
入
れ
が
困
難
な
場

合
は
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
公
共
下
水
道
の
雨
水
調
整
池
除
草
管
理
等
及
び
農
業
集
落

排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
等
の
委
託
契
約
期
間
並
び

費
用
の
算
定
根
拠
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
雨
水
調
整
池
は
９
箇
所
あ
り
３
契
約
に
振
り
分
け
１
年
間

委
託
し
て
い
る
。
費
用
算
定
は
土
木
積
算
基
準
に
よ
り
算
定
し

て
い
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
は
、
１
年
契
約
で
㈲
中
野
衛
生

に
委
託
し
て
い
る
。

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決   

　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
４
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
５
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
６
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

　
　
　
　
　
　
め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
対
す

　
　
　
　
　
　
る
各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

不
採
択

理
由

　
給
食
費
の
補
助
、
口
座
引
き
落
と
し
に
係
る
手
数
料
の
補

助
の
請
願
が
求
め
て
あ
っ
た
。
町
で
も
補
助
が
必
要
な
世
帯

に
は
充
分
措
置
し
て
い
る
。
町

立
の
保
育
園
、
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
も
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
同
じ
よ
う
に
負
担
し

て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
学
校
教
育
施
設
の
環
境
整
備

の
た
め
菊
陽
北
小
学
校
で
は
校

舎
の
老
朽
化
対
策
の
為
に
２
億

７
９
９
６
万
円
。
菊
陽
南
小
学

校
で
は
体
育
館
か
ら
の
渡
り
廊
下
改
築
工
事
に
３
０
９
６
万

円
。
ト
イ
レ
改
修
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
で

は
シ
ャ
ワ
ー
室
設
計
工
事
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
で
は
運
動
場
の
拡
張
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
１
億
５
６
０
７

６
万
円
で
整
備
。
調
理
室
の
増
築
、
改
修
工
事
に
６
０
７
６
万

円
支
出
。

町
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
８
月
末
ま
で
で

交
付
７
５
９
９
件
、
交
付
率
は
18
％
で
あ
る
。
前
年
度
の
交

付
は
４
６
４
０
件
、
交
付
率
は
13
％
で
し
た
。

福
祉
課

　
熊
本
地
震
復
興
支
援
基
金
は
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

子
育
て
支
援
課

　
病
後
児
保
育
委
託
料
は
、
１
１
５
７
万
円
。
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
内
（
こ
あ
ら
）
と
中
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
ゆ
ー
か

り
）
で
開
設
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
利
用
者
は
５
７
２
人
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
補

助
金
は
４
１
９
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険

　
出
産
育
児
一
時
金
の
負
担
金
は
、
１
４
３
７
万
円
で
す
。

　
34
件
で
し
た
。

　
葬
祭
負
担
金
は
５
６
０
万
円
で
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
グ
の
補
助
金
は
、
利
用
者
は
５
０
８
人
で
す
。

ど
の
コ
ー
ス
で
も
２
５
０
０
０
円
の
補
助
で
す
。

令和元年生まれの男の子
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各
常
任
委
員
会
の
報
告

答答 問問 答答 問問

【乗合タクシー利用状況】
月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

８ 50 19 41 47 60 75 63利用
者数

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

認
定
第
２
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

人
権
・
啓
発
課

　
人
権
意
識
調
査
の
結
果
で
、人
権
に
関
す
る
講
演
会
・
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
町
民
の
割
合
が
75
％
と
な
っ

て
お
り
、よ
り
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
合
政
策
課

　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
件
数
は
、４
９
６
件
で
、

返
礼
品
の
中
で
一
番
多
く
出
て
い
る
も
の
は
、昨
年
度
と
同
様

「
馬
刺
し
」と
な
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
返
礼
品
の
追

加
に
つ
い
て
は
、さ
ん
ふ
れ
あ
を
通
じ
て
複
数
の
業
者
を
合
わ

せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
出
せ
な
い
か
、に
ん
じ
ん
と
併
せ
て
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
期
間
限
定
で
出
す
な
ど
、Ｐ
Ｒ
を
含
め
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
巡
回
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
年
１
月
26

日
か
ら
巡
回
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
再
編
し
て
お
り
、
再
編
後

の
バ
ス
の
乗
客
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外

出
自
粛
等
も
あ
り
、
各

路
線
で
減
少
し
て
い
る

状
況
で
、
西
部
線
が
一

番
乗
客
数
が
多
く
、
１

月
の
再
編
後
、
向
陽
台

か
ら
役
場
ま
で
乗
り
継

ぎ
な
し
で
直
接
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

利
便
性
は
向
上
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
中
央
循
環
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
下
表
の
と
お
り
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
地
域
で
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
今
後

利
用
促
進
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
住

民
向
け
の
乗
り
方
説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
。

税
務
課

　
土
地
は
西
部
方
面
を
中
心
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

緩
や
か
に
税
収
は
伸
び
て
お
り
、
家
屋
に
つ
い
て
も
住
宅
建

築
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
収
も
年
々
増
加
し
て
お

り
固
定
資
産
税
全
体
も
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

総
務
課

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
広
報
誌
等
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
「
窓
口
や
電

話
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
委
託
先
の
業

者
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
お
り
、

件
数
は
月
に
お
お
よ
そ
20
件
程
度
で
、

届
い
て
い
な
い
と
い
う
も
の
が
大
半
で
、

数
件
は
、
町
に
も
直
接
連
絡
が
あ
り
ま

す
が
、
お
名
前
・
御
連
絡
先
を
伺
い
、

基
本
的
に
は
そ
の
日
の
う
ち
に
委
託
先
か
ら
直
接
手
渡
し
を
し

て
お
り
、
配
布
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
改
善
を
行
っ
て

い
る
。

　
職
員
全
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
は
、
個
人
情
報
に
な
る
の
で
、
人
事
秘
書
係
で
、
適
切

に
管
理
し
て
お
り
、
対
策
と
し
て
は
、
個
別
に
職
員
と
面
談

を
行
っ
て
お
り
、
毎
月
、
町
が
委
託
し
て
い
る
産
業
医
の
医

師
又
は
保
健
師
が
本
庁
に
巡
回
に
来
て
お
り
、
時
間
外
が
非

常
に
多
い
職
員
や
精
神
的
な
負
担
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
職
員

に
は
、
産
業
医
面
談
の
実
施
を
促
し
て
お
り
、
定
期
的
に
面

談
を
受
け
て
い
る
職
員
も
い
る
。

危
機
管
理
防
災
課

　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
公
民
館

耐
震
診
断
の
結
果
は
18
箇
所
の
う
ち
、

12
箇
所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
に
対
す

る
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
新
町
西
区
で
自
主
防
災

組
織
の
設
立
が
あ
り
、
現
在
の
組
織

率
は
84・

6
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
組
織
が
な
い
地

区
へ
の
設
立
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
。

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　
　
　
　
　
　 

定
に
つ
い
て
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
３
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業
特

　
　
　
　
　
　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
　
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

　
　
　
　
　
　
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　  

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　   

　
全
員
賛
成

経
済
部

　農
政
課

　
　町
有
林
に
つ
い
て
木
材
利
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　木
材
価
格
は
下
が
っ
て
お
り
、
維
持
管
理
費
と
の
採
算

　
が
合
わ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
木
材
利
用
の
計
画
は
立

　
て
て
い
な
い
。
50
年
以
上
の
木
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
間

　
伐
し
売
却
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　
　ま
ち
遊
び
利
用
者
は
7
8
0
0
人
だ
が
、町
内
外
の
利
用

　者
の
内
訳
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　町
及
び
商
工
会
で
内
訳
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
申
請
率
は
予
想
よ
り
低

調
だ
っ
た
感
想
だ
が
申
請
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
本
町
で
の
非
課
税
者
の
申
請
率
は
約
40
％
全
国
平
均
と

同
程
度
だ
っ
た
。
ま
た
大
型
店
で
の
利
用
者
が
、
多
く
占

め
経
済
的
な
効
果
は
限
定
的
と
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
　委
託
料
の
デ
ー
タ
作
成
・
シ
ス
テ
ム
改
修
は
全
国
的
に
使
わ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

　
　
今
ま
で
農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

だ
っ
た
が
そ
れ
を
国
が
行
っ
て
い
る
フ
ェ
ー
ズ
農
地
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た
め
の
抽
出
作
業
だ
。

土
木
部

　建
設
課

　
　
橋
梁
点
検
の
結
果
危
険
な
橋
梁
は
あ
る
か
。

　
　５
年
毎
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
点
検
箇
所
は
18
橋
。
大

規
模
修
繕
が
必
要
な
橋
梁
は
無
い
。
た
だ
し
下
戸
橋
に
つ
い
て

は
、
修
繕
判
定
が
出
て
る
為
橋
梁
補
修
の
詳
細
設
計
を
次
年

度
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　定
住
促
進
補
助
金
の
内
訳
は
な
に
か
。

　
　
新
築
12
件
リ
フ
ォ
ー
ム
２
件
転
入
１
件
出
生
７
件
、
３
年
経

過
分
４
件
の
計
26
件
で
あ
る
。
南
小
区
内
に
て
の
開
発
14
区
画

の
宅
地
分
譲
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
て

計
上
済
み
で
あ
る
。

環
境
生
活
課

　
　委
託
料
未
払
補
償
金
と
は
何
か
。

　
　
指
定
ご
み
袋
の
売
り
さ
ば
き
店
へ
の
手
数
料
が
消
費
税
増

税
に
よ
り
５
％
か
ら
８
％
に
な
っ
た
際
そ
の
増
税
分
が
内
税

だ
っ
た
た
め
未
払
い
が
生
じ
た
補
償
金
で
あ
る
。

　
　火
葬
場
負
担
金
の
計
算
は
ど
ん
な
方
法
か
。

　
　
負
担
金
割
合
は
均
等
割
10
％
人
口
割
90
％
の
合
算
で
あ
り

火
葬
し
た
件
数
に
よ
る
算
出
で
は
な
い
。

下
水
道
課

　
　農
業
集
落
排
水
区
域
で
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、将
来
的
に

宅
地
化
が
進
む
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
容
量
が
足
り
な
い

と
い
う
事
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
処
理
人
口
は
約
１
０
０
０
人
で
あ
り
、

現
在
約
７
０
０
人
の
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
。
ま
だ
容
量
に
余

裕
は
あ
る
が
、
将
来
汚
水
量
が
増
加
し
受
け
入
れ
が
困
難
な
場

合
は
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
公
共
下
水
道
の
雨
水
調
整
池
除
草
管
理
等
及
び
農
業
集
落

排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
等
の
委
託
契
約
期
間
並
び

費
用
の
算
定
根
拠
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
雨
水
調
整
池
は
９
箇
所
あ
り
３
契
約
に
振
り
分
け
１
年
間

委
託
し
て
い
る
。
費
用
算
定
は
土
木
積
算
基
準
に
よ
り
算
定
し

て
い
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
は
、
１
年
契
約
で
㈲
中
野
衛
生

に
委
託
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
：
西
本
友
春

委
員
長
：
坂
本
秀
則

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決   

　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
４
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
５
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
６
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

　
　
　
　
　
　
め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
対
す

　
　
　
　
　
　
る
各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

不
採
択

理
由

　
給
食
費
の
補
助
、
口
座
引
き
落
と
し
に
係
る
手
数
料
の
補

助
の
請
願
が
求
め
て
あ
っ
た
。
町
で
も
補
助
が
必
要
な
世
帯

に
は
充
分
措
置
し
て
い
る
。
町

立
の
保
育
園
、
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
も
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
同
じ
よ
う
に
負
担
し

て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
学
校
教
育
施
設
の
環
境
整
備

の
た
め
菊
陽
北
小
学
校
で
は
校

舎
の
老
朽
化
対
策
の
為
に
２
億

７
９
９
６
万
円
。
菊
陽
南
小
学

校
で
は
体
育
館
か
ら
の
渡
り
廊
下
改
築
工
事
に
３
０
９
６
万

円
。
ト
イ
レ
改
修
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
で

は
シ
ャ
ワ
ー
室
設
計
工
事
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
で
は
運
動
場
の
拡
張
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
１
億
５
６
０
７

６
万
円
で
整
備
。
調
理
室
の
増
築
、
改
修
工
事
に
６
０
７
６
万

円
支
出
。

町
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
８
月
末
ま
で
で

交
付
７
５
９
９
件
、
交
付
率
は
18
％
で
あ
る
。
前
年
度
の
交

付
は
４
６
４
０
件
、
交
付
率
は
13
％
で
し
た
。

福
祉
課

　
熊
本
地
震
復
興
支
援
基
金
は
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

子
育
て
支
援
課

　
病
後
児
保
育
委
託
料
は
、
１
１
５
７
万
円
。
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
内
（
こ
あ
ら
）
と
中
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
ゆ
ー
か

り
）
で
開
設
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
利
用
者
は
５
７
２
人
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
補

助
金
は
４
１
９
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険

　
出
産
育
児
一
時
金
の
負
担
金
は
、
１
４
３
７
万
円
で
す
。

　
34
件
で
し
た
。

　
葬
祭
負
担
金
は
５
６
０
万
円
で
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
グ
の
補
助
金
は
、
利
用
者
は
５
０
８
人
で
す
。

ど
の
コ
ー
ス
で
も
２
５
０
０
０
円
の
補
助
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

菊陽南小渡り廊下

答 問答 問答 問答答答 問問問

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

認
定
第
２
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

人
権
・
啓
発
課

　
人
権
意
識
調
査
の
結
果
で
、人
権
に
関
す
る
講
演
会
・
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
町
民
の
割
合
が
75
％
と
な
っ

て
お
り
、よ
り
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総
合
政
策
課

　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
件
数
は
、４
９
６
件
で
、

返
礼
品
の
中
で
一
番
多
く
出
て
い
る
も
の
は
、昨
年
度
と
同
様

「
馬
刺
し
」と
な
っ
て
お
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
返
礼
品
の
追

加
に
つ
い
て
は
、さ
ん
ふ
れ
あ
を
通
じ
て
複
数
の
業
者
を
合
わ

せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
出
せ
な
い
か
、に
ん
じ
ん
と
併
せ
て
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
期
間
限
定
で
出
す
な
ど
、Ｐ
Ｒ
を
含
め
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
巡
回
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
年
１
月
26

日
か
ら
巡
回
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
再
編
し
て
お
り
、
再
編
後

の
バ
ス
の
乗
客
数
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外

出
自
粛
等
も
あ
り
、
各

路
線
で
減
少
し
て
い
る

状
況
で
、
西
部
線
が
一

番
乗
客
数
が
多
く
、
１

月
の
再
編
後
、
向
陽
台

か
ら
役
場
ま
で
乗
り
継

ぎ
な
し
で
直
接
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

利
便
性
は
向
上
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
中
央
循
環
線
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
下
表
の
と
お
り
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
り
地
域
で
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、
今
後

利
用
促
進
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
住

民
向
け
の
乗
り
方
説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
。

税
務
課

　
土
地
は
西
部
方
面
を
中
心
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

緩
や
か
に
税
収
は
伸
び
て
お
り
、
家
屋
に
つ
い
て
も
住
宅
建

築
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
収
も
年
々
増
加
し
て
お

り
固
定
資
産
税
全
体
も
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

総
務
課

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
広
報
誌
等
の

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
「
窓
口
や
電

話
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
委
託
先
の
業

者
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
お
り
、

件
数
は
月
に
お
お
よ
そ
20
件
程
度
で
、

届
い
て
い
な
い
と
い
う
も
の
が
大
半
で
、

数
件
は
、
町
に
も
直
接
連
絡
が
あ
り
ま

す
が
、
お
名
前
・
御
連
絡
先
を
伺
い
、

基
本
的
に
は
そ
の
日
の
う
ち
に
委
託
先
か
ら
直
接
手
渡
し
を
し

て
お
り
、
配
布
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
改
善
を
行
っ
て

い
る
。

　
職
員
全
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
が
、

結
果
は
、
個
人
情
報
に
な
る
の
で
、
人
事
秘
書
係
で
、
適
切

に
管
理
し
て
お
り
、
対
策
と
し
て
は
、
個
別
に
職
員
と
面
談

を
行
っ
て
お
り
、
毎
月
、
町
が
委
託
し
て
い
る
産
業
医
の
医

師
又
は
保
健
師
が
本
庁
に
巡
回
に
来
て
お
り
、
時
間
外
が
非

常
に
多
い
職
員
や
精
神
的
な
負
担
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
職
員

に
は
、
産
業
医
面
談
の
実
施
を
促
し
て
お
り
、
定
期
的
に
面

談
を
受
け
て
い
る
職
員
も
い
る
。

危
機
管
理
防
災
課

　
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
公
民
館

耐
震
診
断
の
結
果
は
18
箇
所
の
う
ち
、

12
箇
所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
、
耐
震
補
強
工
事
に
対
す

る
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
新
町
西
区
で
自
主
防
災

組
織
の
設
立
が
あ
り
、
現
在
の
組
織

率
は
84・

6
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
組
織
が
な
い
地

区
へ
の
設
立
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
。

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　
　
　
　
　
　 

定
に
つ
い
て
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
３
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業
特

　
　
　
　
　
　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
　
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分

　
　
　
　
　
　
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　  

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　   

　
全
員
賛
成

経
済
部

　農
政
課

　
　町
有
林
に
つ
い
て
木
材
利
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　木
材
価
格
は
下
が
っ
て
お
り
、
維
持
管
理
費
と
の
採
算

　
が
合
わ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
木
材
利
用
の
計
画
は
立

　
て
て
い
な
い
。
50
年
以
上
の
木
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
間

　
伐
し
売
却
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
振
興
課

　
　ま
ち
遊
び
利
用
者
は
7
8
0
0
人
だ
が
、町
内
外
の
利
用

　者
の
内
訳
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　町
及
び
商
工
会
で
内
訳
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
申
請
率
は
予
想
よ
り
低

調
だ
っ
た
感
想
だ
が
申
請
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
本
町
で
の
非
課
税
者
の
申
請
率
は
約
40
％
全
国
平
均
と

同
程
度
だ
っ
た
。
ま
た
大
型
店
で
の
利
用
者
が
、
多
く
占

め
経
済
的
な
効
果
は
限
定
的
と
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　
　委
託
料
の
デ
ー
タ
作
成
・
シ
ス
テ
ム
改
修
は
全
国
的
に
使
わ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

　
　
今
ま
で
農
地
管
理
シ
ス
テ
ム
は
フ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

だ
っ
た
が
そ
れ
を
国
が
行
っ
て
い
る
フ
ェ
ー
ズ
農
地
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
た
め
の
抽
出
作
業
だ
。

土
木
部

　建
設
課

　
　
橋
梁
点
検
の
結
果
危
険
な
橋
梁
は
あ
る
か
。

　
　５
年
毎
に
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
点
検
箇
所
は
18
橋
。
大

規
模
修
繕
が
必
要
な
橋
梁
は
無
い
。
た
だ
し
下
戸
橋
に
つ
い
て

は
、
修
繕
判
定
が
出
て
る
為
橋
梁
補
修
の
詳
細
設
計
を
次
年

度
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　定
住
促
進
補
助
金
の
内
訳
は
な
に
か
。

　
　
新
築
12
件
リ
フ
ォ
ー
ム
２
件
転
入
１
件
出
生
７
件
、
３
年
経

過
分
４
件
の
計
26
件
で
あ
る
。
南
小
区
内
に
て
の
開
発
14
区
画

の
宅
地
分
譲
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
て

計
上
済
み
で
あ
る
。

環
境
生
活
課

　
　委
託
料
未
払
補
償
金
と
は
何
か
。

　
　
指
定
ご
み
袋
の
売
り
さ
ば
き
店
へ
の
手
数
料
が
消
費
税
増

税
に
よ
り
５
％
か
ら
８
％
に
な
っ
た
際
そ
の
増
税
分
が
内
税

だ
っ
た
た
め
未
払
い
が
生
じ
た
補
償
金
で
あ
る
。

　
　火
葬
場
負
担
金
の
計
算
は
ど
ん
な
方
法
か
。

　
　
負
担
金
割
合
は
均
等
割
10
％
人
口
割
90
％
の
合
算
で
あ
り

火
葬
し
た
件
数
に
よ
る
算
出
で
は
な
い
。

下
水
道
課

　
　農
業
集
落
排
水
区
域
で
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、将
来
的
に

宅
地
化
が
進
む
と
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
容
量
が
足
り
な
い

と
い
う
事
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画
処
理
人
口
は
約
１
０
０
０
人
で
あ
り
、

現
在
約
７
０
０
人
の
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
。
ま
だ
容
量
に
余

裕
は
あ
る
が
、
将
来
汚
水
量
が
増
加
し
受
け
入
れ
が
困
難
な
場

合
は
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
公
共
下
水
道
の
雨
水
調
整
池
除
草
管
理
等
及
び
農
業
集
落

排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
等
の
委
託
契
約
期
間
並
び

費
用
の
算
定
根
拠
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
雨
水
調
整
池
は
９
箇
所
あ
り
３
契
約
に
振
り
分
け
１
年
間

委
託
し
て
い
る
。
費
用
算
定
は
土
木
積
算
基
準
に
よ
り
算
定
し

て
い
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
は
、
１
年
契
約
で
㈲
中
野
衛
生

に
委
託
し
て
い
る
。

付
託
事
項

認
定
第
１
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決   

　
　
　
　
　
　
算
に
つ
い
て
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す

　
　
　
　
　
　
る
事
項

認
定
第
４
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
５
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
６
号
　
令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

　
　
　
　
　
　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

　
　
　
　
　
　
め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
対
す

　
　
　
　
　
　
る
各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

不
採
択

理
由

　
給
食
費
の
補
助
、
口
座
引
き
落
と
し
に
係
る
手
数
料
の
補

助
の
請
願
が
求
め
て
あ
っ
た
。
町
で
も
補
助
が
必
要
な
世
帯

に
は
充
分
措
置
し
て
い
る
。
町

立
の
保
育
園
、
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
も
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
同
じ
よ
う
に
負
担
し

て
い
る
。

施
設
整
備
課

　
学
校
教
育
施
設
の
環
境
整
備

の
た
め
菊
陽
北
小
学
校
で
は
校

舎
の
老
朽
化
対
策
の
為
に
２
億

７
９
９
６
万
円
。
菊
陽
南
小
学

校
で
は
体
育
館
か
ら
の
渡
り
廊
下
改
築
工
事
に
３
０
９
６
万

円
。
ト
イ
レ
改
修
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
で

は
シ
ャ
ワ
ー
室
設
計
工
事
に
３
４
０
万
円
。
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
で
は
運
動
場
の
拡
張
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
１
億
５
６
０
７

６
万
円
で
整
備
。
調
理
室
の
増
築
、
改
修
工
事
に
６
０
７
６
万

円
支
出
。

町
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
、
８
月
末
ま
で
で

交
付
７
５
９
９
件
、
交
付
率
は
18
％
で
あ
る
。
前
年
度
の
交

付
は
４
６
４
０
件
、
交
付
率
は
13
％
で
し
た
。

福
祉
課

　
熊
本
地
震
復
興
支
援
基
金
は
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

子
育
て
支
援
課

　
病
後
児
保
育
委
託
料
は
、
１
１
５
７
万
円
。
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
内
（
こ
あ
ら
）
と
中
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
ゆ
ー
か

り
）
で
開
設
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
度
利
用
者
は
５
７
２
人
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
補

助
金
は
４
１
９
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険

　
出
産
育
児
一
時
金
の
負
担
金
は
、
１
４
３
７
万
円
で
す
。

　
34
件
で
し
た
。

　
葬
祭
負
担
金
は
５
６
０
万
円
で
し
た
。

　
人
間
ド
ッ
グ
の
補
助
金
は
、
利
用
者
は
５
０
８
人
で
す
。

ど
の
コ
ー
ス
で
も
２
５
０
０
０
円
の
補
助
で
す
。

令和元年生まれの男の子
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コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
学
習
を

ど
う
保
障
す
る
か

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
す
る

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
提
案
す
る

答

答

西本 友春 議員

甲斐 榮治 議員

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

甲
斐
　
国
に
よ
る
全
国
一
斉

の
休
校
措
置
を
ど
う
評
価
し

た
か
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習

を
今
後
ど
う
保
障
す
る
か
。

回
答
　
児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
を
一
番
に
考
え
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
４
月
14
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
を
臨
時

休
校
と
し
た
。
期
間
中
は
家

庭
と
連
携
し
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
、

感
染
防
止
の
た
め
の
「
新
し

い
生
活
様
式
」
を
学
習
す
る

機
会
と
し
た
。

　
学
習
の
保
障
に
つ
い
て
は

以
下
の
通
り
対
策
し
た
。

①
教
育
課
程
を
見
直
し
、
計

画
的
履
修
を
進
め
た
。
②
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
、
ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境

整
備
・
児
童
生
徒
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
を
今
年

度
内
に
完
了
す
る
。
③
教
職

員
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を
実
施
。

甲
斐
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
流
行
抑
制
の
た
め
の
町
の

施
策
は
。
感
染
症
は
町
の
経

済
や
財
政
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
思
う
か
。

回
答
　
感
染
症
に
関
す
る
事

務
は
県
（
管
轄
保
健
所
）
が

お
こ
な
う
。
町
は
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
周
知
を
図
る
。

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
に
必

要
な
医
療
従
事
者
の
防
護
服
、

ゴ
ム
手
袋
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
町
内
医
療
機
関
に
提

供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

高
齢
者
福
祉
施
設
の
設
備
備

品
の
た
め
に
５
，
６
０
０
万

円
を
措
置
す
る
予
定
。

　
町
内
事
業
所
、
特
に
飲
食

店
・
宿
泊
業
に
多
大
な
マ
イ

ナ
ス
影
響
が
す
で
に
出
て
い

る
。
町
税
な
ど
の
町
の
収
入

も
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

国
や
県
に
財
政
支
援
を
求
め

て
ゆ
く
。

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計
画

甲
斐
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

計
画
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

県
の
計
画
も
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

は
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
町
は
今
何
を
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

回
答
　
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
よ
り
詳
し
い
調
査
が
継
続

さ
れ
、
有
識
者
や
経
済
界
の

メ
ン
バ
ー
等
が
入
っ
た
検
討

委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
、
事

業
化
の
判
断
が
な
さ
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
委
員
会
で

の
議
論
や
県
が
提
唱
し
て
い

る
「
熊
本
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
」
の
具
体
的
な
戦
略
等
、

更
な
る
情
報
共
有
を
図
る
。

事
業
計
画
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
町
発
展
の
構
想
を
速
や

か
に
進
め
る
。

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定

西
本

　付
近
に
保
育
園
等
の

施
設
が
あ
る
場
所
で
、
未
就

学
児
の
屋
外
活
動
の
安
全
の

確
保
に
向
け
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
交
通
事
故
防
止
の
注

意
を
喚
起
し
、
子
ど
も
へ
の

見
守
り
意
識
を
高
め
る
キ
ッ

ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
推
進
を
提

案
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

回
答

　令
和
元
年
10
月
に
、

関
係
機
関
（
国
・
県
・
町
の

道
路
管
理
者
、
大
津
警
察

署
）
と
の
合
同
で
実
施
し
た

„
緊
急
安
全
点
検
“
に
お
い

て
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た

施
設
の
中
か
ら
、
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
設
定
の
必
要
性
が
高

い
施
設
を
見
定
め
、
ま
ず
は
、

当
該
施

設
と
の

協
議
を

進
め
て

い
く
方

針
で
す
。

遠
隔
手

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

西
本
　
本
年
６
月
５
日
に

「
聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る
電

話
の
利
用
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
今

後
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
が
提
供
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
聴
覚
障
が
い
者
等
が
通

訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
意
思
疎

通
を
図
る
た
め
に
は
、
遠
隔

手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
提
案
す
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

回
答

　熊
本
県
が
「
熊
本
県

ろ
う
者
福
祉
協
会
」
に
事
業

を
委
託
の
上
、
平
成
29
年
度

か
ら
２
年
間
の
期
間
限
定
で

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
度
に
終
了
し
、
平
成
31

年
度
か
ら
市
町
村
の
「
地
域

生
活
支
援
事
業
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
遠
隔
手

話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

向
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る
電

話
の
利
用
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
」
の
成
立
に
よ
り
、

今
後
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
の
提
供
体
制
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
は
、
聴
覚
障
が
い

等
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
健

常
者
と
同
じ
よ
う
に
電
話
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

便
利
で
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
ひ
と

つ
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
な
お
「
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
、
国
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
、
公
共
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
の
「
電
話
リ

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」

の
整
備
状
況
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

JR 三里木駅構内

菊
陽
町
全
世
帯
に
新
米

配
布
を
提
案

菊
陽
産
米
の
確
保
は
難
し
く
困
難
で
あ
る

平
成
24
年
九
州
豪
雨
災
害
時
に
被
害
に
あ
っ
た

地
域
に
戸
別
受
信
機
を
配
備
す
べ
き
で
は
な
い
か

答

答

佐々木理美子 議員

阪本 俊浩 議員

土
砂
災
害
区
域
へ
の

戸
別
受
信
器
の
配
布
を
す
す
め
て
い
く

菊
陽
町
の
全
世
帯
に
、
新
米

を
配
布
す
る
提
案

阪
本
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

各
家
庭
に
お
い
て
も
自
宅
で

食
事
を
と
る
機
会
が
増
え
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
町
内
産

の
新
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
町
内

の
約
１
万
８
０
０
０
世
帯
に

配
布
す
れ
ば
、
僅
か
で
あ
れ

各
家
庭
の
食
費
節
減
に
も
つ

な
が
り
町
内
農
産
物
の
地
産

地
消
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
来
月
は
、
水

田
が
黄
金
色
に
染
ま
り
菊
陽

町
で
も
新
米
の
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。
新
米
を
全
世
帯
に

配
布
す
れ
ば
、
時
期
適
に
も

タ
イ
ム
リ
ー
で
必
ず
喜
ん
で

も
ら
え
る
と
思
わ
れ
る
。
配

布
す
る
コ
メ
袋
に
は
「
が
ん

ば
ろ
う
菊
陽
」
や
Ｊ
Ａ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
て
配
布
す

れ
ば
、
菊
陽
町
、
Ｊ
Ａ
、
農

家
に
も
付
加
価
値
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
ず
、
町
の
政
策
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
の

宣
伝
に
も
な
り
、
地
産
地
消

対
策
か
ら
も
菊
池
地
域
農
家

の
作
っ
た
コ
メ
の
美
味
し
さ

を
、
特
に
西
部
地
域
の
方
々

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

コ
メ
の
配
布
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

回
答
　
菊
陽
産
新
米
の
配
布

に
つ
い
て
は
、
可
能
で
あ
る

か
Ｊ
Ａ
菊
池
及
び
関
係
団
体

か
ら
作
付
け
等
の
状
況
を
確

認
し
検
討
し
て
き
た
が
、
純

粋
な
菊
陽
産
米
の
確
保
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

令
和
２
年
産
新
米
の
出
来
高

は
２
５
０
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、

各
農
家
の
自
家
用
米
と
各
方

面
へ
の
販
売
先
は
既
に
決

ま
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

コ
メ
の
必
要
量
の
確
保
が
可

能
な
再
度
協
議
を
重
ね
て
き

た
が
、
菊
陽
産
米
の
確
保
は

難
し
く
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
町
内
全
世
帯
に
コ
メ
の
配

布
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

阪
本
　
地
産
地
消
対
策
と
し

て
西
部
地
区
に
菊
陽
ニ
ン
ジ

ン
を
配
布
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

回
答
　
鮮
度
と
食
の
安
全
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
消
費
期
限
の

短
さ
が
課
題
と
な
り
ニ
ン
ジ

ン
を
配
布
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

病
院
や
福
祉
施
設
で
集
団
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
策
。

広
報
き
く
よ
う
で
深
刻
な
状

況
に
陥
っ
て
い
る
町
内
飲
食

店
の
宣
伝
を
折
り
込
む
考
え

は
あ
る
の
か
。

佐
々
木

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
避
難
所
の
対
策
は
。

回
答

　令
和
２
年
度
菊
陽
町

地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
避

難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
定

め
、
取
組
を
す
す
め
て
い
る
。

佐
々
木
　
避
難
所
全
体
の
レ

イ
ア
ウ
ト
・
動
線
な
ど
感
染

症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

求
め
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

回
答

　避
難
所
の
衛
生
環
境

を
保
つ
た
め
に
、
マ
ス
ク
や

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
、
非
接
触
型
体
温

計
、
防
護
服
な
ど
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
備
蓄
も
進
め
て
い

る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

佐
々
木

　土
砂
災
害
警
戒
区

域
が
指
定
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
対
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。

回
答

　本
町
の
土
砂
災
害
警

戒
地
域
は
、
上
津
久
礼
、
下

津
久
礼
、
戸
次
、
馬
場
楠
な

ど
の
急
傾
斜
地
に
隣
接
し
た

地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
13
箇
所
を
追
加

す
る
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
。

昨
年
度
は
指
定
さ
れ
た
地
域

全
戸
に
、
自
宅
が
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
大

雨
の
時
は
気
象
情
報
や
町
か

ら
の
避
難
情
報
を
確
認
し
、

災
害
に
危
険
性
が
高
ま
る
前

に
避
難
所
な
ど
の
安
全
な
と

こ
ろ
へ
早
め
に
避
難
し
て
い

た
だ
く
こ
と
等
を
文
書
で
お

知
ら
せ
し
た
。

佐
々
木

　平
成
24
年
の
九
州

北
部
豪
雨
災
害
時
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
白
川
沿
岸
地
区
に

個
別
受
信
機
の
配
備
を
再
度

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

回
答

　戸
別
受
信
機
は
、
防

災
行
政
無
線
で
の
放
送
を
屋

内
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
大
雨
や
強
風
時
に
も
確

実
に
情
報
を
伝
達
で
き
る
手

段
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
度

の
県
南
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
令
和
２
年
７
月
豪

雨
を
受
け
、
よ
り
緊
急
で
確

実
な
情
報
伝
達
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
へ
の
戸
別

受
信
機
の
配
布
に
つ
い
て
進

め
て
い
く
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
学
習
を

ど
う
保
障
す
る
か

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
す
る

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
提
案
す
る

答

答

西本 友春 議員

甲斐 榮治 議員

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

甲
斐
　
国
に
よ
る
全
国
一
斉

の
休
校
措
置
を
ど
う
評
価
し

た
か
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習

を
今
後
ど
う
保
障
す
る
か
。

回
答
　
児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
を
一
番
に
考
え
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
４
月
14
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
を
臨
時

休
校
と
し
た
。
期
間
中
は
家

庭
と
連
携
し
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
、

感
染
防
止
の
た
め
の
「
新
し

い
生
活
様
式
」
を
学
習
す
る

機
会
と
し
た
。

　
学
習
の
保
障
に
つ
い
て
は

以
下
の
通
り
対
策
し
た
。

①
教
育
課
程
を
見
直
し
、
計

画
的
履
修
を
進
め
た
。
②
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
、
ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
環
境

整
備
・
児
童
生
徒
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
を
今
年

度
内
に
完
了
す
る
。
③
教
職

員
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を
実
施
。

甲
斐
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
流
行
抑
制
の
た
め
の
町
の

施
策
は
。
感
染
症
は
町
の
経

済
や
財
政
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
思
う
か
。

回
答
　
感
染
症
に
関
す
る
事

務
は
県
（
管
轄
保
健
所
）
が

お
こ
な
う
。
町
は
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
周
知
を
図
る
。

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
に
必

要
な
医
療
従
事
者
の
防
護
服
、

ゴ
ム
手
袋
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
町
内
医
療
機
関
に
提

供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

高
齢
者
福
祉
施
設
の
設
備
備

品
の
た
め
に
５
，
６
０
０
万

円
を
措
置
す
る
予
定
。

　
町
内
事
業
所
、
特
に
飲
食

店
・
宿
泊
業
に
多
大
な
マ
イ

ナ
ス
影
響
が
す
で
に
出
て
い

る
。
町
税
な
ど
の
町
の
収
入

も
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

国
や
県
に
財
政
支
援
を
求
め

て
ゆ
く
。

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
計
画

甲
斐
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

計
画
は
今
後
ど
う
な
る
か
。

県
の
計
画
も
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

は
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
町
は
今
何
を
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

回
答
　
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
よ
り
詳
し
い
調
査
が
継
続

さ
れ
、
有
識
者
や
経
済
界
の

メ
ン
バ
ー
等
が
入
っ
た
検
討

委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
、
事

業
化
の
判
断
が
な
さ
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
委
員
会
で

の
議
論
や
県
が
提
唱
し
て
い

る
「
熊
本
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
」
の
具
体
的
な
戦
略
等
、

更
な
る
情
報
共
有
を
図
る
。

事
業
計
画
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
町
発
展
の
構
想
を
速
や

か
に
進
め
る
。

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定

西
本

　付
近
に
保
育
園
等
の

施
設
が
あ
る
場
所
で
、
未
就

学
児
の
屋
外
活
動
の
安
全
の

確
保
に
向
け
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
交
通
事
故
防
止
の
注

意
を
喚
起
し
、
子
ど
も
へ
の

見
守
り
意
識
を
高
め
る
キ
ッ

ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
推
進
を
提

案
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

回
答

　令
和
元
年
10
月
に
、

関
係
機
関
（
国
・
県
・
町
の

道
路
管
理
者
、
大
津
警
察

署
）
と
の
合
同
で
実
施
し
た

„
緊
急
安
全
点
検
“
に
お
い

て
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た

施
設
の
中
か
ら
、
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
設
定
の
必
要
性
が
高

い
施
設
を
見
定
め
、
ま
ず
は
、

当
該
施

設
と
の

協
議
を

進
め
て

い
く
方

針
で
す
。

遠
隔
手

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

西
本
　
本
年
６
月
５
日
に

「
聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る
電

話
の
利
用
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
今

後
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
が
提
供
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
聴
覚
障
が
い
者
等
が
通

訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
意
思
疎

通
を
図
る
た
め
に
は
、
遠
隔

手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
提
案
す
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

回
答

　熊
本
県
が
「
熊
本
県

ろ
う
者
福
祉
協
会
」
に
事
業

を
委
託
の
上
、
平
成
29
年
度

か
ら
２
年
間
の
期
間
限
定
で

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
度
に
終
了
し
、
平
成
31

年
度
か
ら
市
町
村
の
「
地
域

生
活
支
援
事
業
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
遠
隔
手

話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

向
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
聴
覚
障
害
者
等
に
よ
る
電

話
の
利
用
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
」
の
成
立
に
よ
り
、

今
後
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
の
提
供
体
制
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
は
、
聴
覚
障
が
い

等
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
健

常
者
と
同
じ
よ
う
に
電
話
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

便
利
で
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
ひ
と

つ
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
な
お
「
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
、
国
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
、
公
共
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
の
「
電
話
リ

レ
ー
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」

の
整
備
状
況
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

JR 三里木駅構内

菊
陽
町
全
世
帯
に
新
米

配
布
を
提
案

菊
陽
産
米
の
確
保
は
難
し
く
困
難
で
あ
る

平
成
24
年
九
州
豪
雨
災
害
時
に
被
害
に
あ
っ
た

地
域
に
戸
別
受
信
機
を
配
備
す
べ
き
で
は
な
い
か

答

答

佐々木理美子 議員

阪本 俊浩 議員

土
砂
災
害
区
域
へ
の

戸
別
受
信
器
の
配
布
を
す
す
め
て
い
く

菊
陽
町
の
全
世
帯
に
、
新
米

を
配
布
す
る
提
案

阪
本
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

各
家
庭
に
お
い
て
も
自
宅
で

食
事
を
と
る
機
会
が
増
え
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
町
内
産

の
新
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
町
内

の
約
１
万
８
０
０
０
世
帯
に

配
布
す
れ
ば
、
僅
か
で
あ
れ

各
家
庭
の
食
費
節
減
に
も
つ

な
が
り
町
内
農
産
物
の
地
産

地
消
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。
来
月
は
、
水

田
が
黄
金
色
に
染
ま
り
菊
陽

町
で
も
新
米
の
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。
新
米
を
全
世
帯
に

配
布
す
れ
ば
、
時
期
適
に
も

タ
イ
ム
リ
ー
で
必
ず
喜
ん
で

も
ら
え
る
と
思
わ
れ
る
。
配

布
す
る
コ
メ
袋
に
は
「
が
ん

ば
ろ
う
菊
陽
」
や
Ｊ
Ａ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
て
配
布
す

れ
ば
、
菊
陽
町
、
Ｊ
Ａ
、
農

家
に
も
付
加
価
値
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
ず
、
町
の
政
策
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
の

宣
伝
に
も
な
り
、
地
産
地
消

対
策
か
ら
も
菊
池
地
域
農
家

の
作
っ
た
コ
メ
の
美
味
し
さ

を
、
特
に
西
部
地
域
の
方
々

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

コ
メ
の
配
布
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

回
答
　
菊
陽
産
新
米
の
配
布

に
つ
い
て
は
、
可
能
で
あ
る

か
Ｊ
Ａ
菊
池
及
び
関
係
団
体

か
ら
作
付
け
等
の
状
況
を
確

認
し
検
討
し
て
き
た
が
、
純

粋
な
菊
陽
産
米
の
確
保
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

令
和
２
年
産
新
米
の
出
来
高

は
２
５
０
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、

各
農
家
の
自
家
用
米
と
各
方

面
へ
の
販
売
先
は
既
に
決

ま
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

コ
メ
の
必
要
量
の
確
保
が
可

能
な
再
度
協
議
を
重
ね
て
き

た
が
、
菊
陽
産
米
の
確
保
は

難
し
く
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
町
内
全
世
帯
に
コ
メ
の
配

布
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

阪
本
　
地
産
地
消
対
策
と
し

て
西
部
地
区
に
菊
陽
ニ
ン
ジ

ン
を
配
布
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

回
答
　
鮮
度
と
食
の
安
全
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
消
費
期
限
の

短
さ
が
課
題
と
な
り
ニ
ン
ジ

ン
を
配
布
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

病
院
や
福
祉
施
設
で
集
団
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
策
。

広
報
き
く
よ
う
で
深
刻
な
状

況
に
陥
っ
て
い
る
町
内
飲
食

店
の
宣
伝
を
折
り
込
む
考
え

は
あ
る
の
か
。

佐
々
木

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
避
難
所
の
対
策
は
。

回
答

　令
和
２
年
度
菊
陽
町

地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
避

難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
定

め
、
取
組
を
す
す
め
て
い
る
。

佐
々
木
　
避
難
所
全
体
の
レ

イ
ア
ウ
ト
・
動
線
な
ど
感
染

症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

求
め
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

回
答

　避
難
所
の
衛
生
環
境

を
保
つ
た
め
に
、
マ
ス
ク
や

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
、
非
接
触
型
体
温

計
、
防
護
服
な
ど
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
備
蓄
も
進
め
て
い

る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

佐
々
木

　土
砂
災
害
警
戒
区

域
が
指
定
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
対
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。

回
答

　本
町
の
土
砂
災
害
警

戒
地
域
は
、
上
津
久
礼
、
下

津
久
礼
、
戸
次
、
馬
場
楠
な

ど
の
急
傾
斜
地
に
隣
接
し
た

地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
13
箇
所
を
追
加

す
る
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
。

昨
年
度
は
指
定
さ
れ
た
地
域

全
戸
に
、
自
宅
が
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
大

雨
の
時
は
気
象
情
報
や
町
か

ら
の
避
難
情
報
を
確
認
し
、

災
害
に
危
険
性
が
高
ま
る
前

に
避
難
所
な
ど
の
安
全
な
と

こ
ろ
へ
早
め
に
避
難
し
て
い

た
だ
く
こ
と
等
を
文
書
で
お

知
ら
せ
し
た
。

佐
々
木

　平
成
24
年
の
九
州

北
部
豪
雨
災
害
時
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
白
川
沿
岸
地
区
に

個
別
受
信
機
の
配
備
を
再
度

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

回
答

　戸
別
受
信
機
は
、
防

災
行
政
無
線
で
の
放
送
を
屋

内
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
大
雨
や
強
風
時
に
も
確

実
に
情
報
を
伝
達
で
き
る
手

段
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
度

の
県
南
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
令
和
２
年
７
月
豪

雨
を
受
け
、
よ
り
緊
急
で
確

実
な
情
報
伝
達
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
へ
の
戸
別

受
信
機
の
配
布
に
つ
い
て
進

め
て
い
く
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
、

て
い
ね
い
な
情
報
提
供
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
し
て
い
く

町
の
指
定
ゴ
ミ
袋
を
植
物
由
来
に

答

答

矢野 厚子 議員

小林 久美子 議員

令
和
３
年
度
に
作
成
さ
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
注
視
す
る

小
林
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

町
民
が
安
心
で
き
る
情
報
を

も
っ
と
提
供
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

県
の
窓
口
を
紹
介

回
答
　
感
染
症
を
心
配
さ
れ

る
町
民
の
方
へ
は
、
「
熊
本

県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
専
用
相
談
窓
口
」
で
相

談
さ
れ
る
よ
う
案
内
し
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
安
心
メ
ー
ル
、

広
報
誌
等
を
通
じ
て
町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
必
要
な
情
報
を

提
供
し
て
い
く
。

P
C
R
検
査
の
拡
充
を

小
林
　
発
熱
な
ど
コ
ロ
ナ
を

疑
う
症
状
が
あ
る
場
合
、

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
何

度
で
も
」
検
査
が
受
け
ら
れ

る
体
制
を
め
ざ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
入
院
施
設

や
隔
離
施
設
等
の
十
分
な
体

制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

回
答

　P
C
R
検
査
へ
の
実

施
や
対
応
に
つ
い
て
は
、
県

の
相
談
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
保
健
所
へ
引
き

継
が
れ
、
本
人
の
聞
き
取
り

調
査
か
ら
保
健
所
が
検
査
実

施
を
判
断
さ
れ
て
い
る
。
県

内
に
お
け
る
P
C
R
検
査
実

施
体
制
と
し
て
、
県
（
保
健

所
）
又
は
医
師
の
判
断
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
県
で
は
感
染
症
受
け
入
れ

病
床
数
は
４
０
０
床
、
宿
泊

療
養
施
設
は
、
１
，
４
３
０

室
確
保
し
て
い
る
。

感
染
し
た
場
合
の
相
談
は

小
林
　
感
染
者
と
な
っ
た
場

合
の
療
養
、
生
活
全
般
の
相

談
は
ど
こ
に
す
れ
ば
い
い
の

か
。

保
健
所
が
個
々
に
対
応

回
答
　
感
染
者
及
び
濃
厚
接

触
者
に
対
す
る
治
療
・
療
養

な
ど
の
相
談
は
、
保
健
所
が

個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
対

応
さ
れ
る
。

小
林
　
災
害
時
の
避
難
所
の

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
準
備
が
さ
れ
て
い

る
の
か
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
等
備
蓄
を

進
め
て
い
る

回
答
　
町
で
は
、
３
蜜
を
防

止
す
る
た
め
に
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
避
難
者
の
受
付
時
に
発

熱
、
咳
な
ど
の
体
調
を
確
認

し
、
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

別
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
な
ど
の
対
策
を
お
こ

な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
避
難

所
の
衛
生
環
境
を
保
つ
た
め

の
、
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
な
ど
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
段
ボ
ー
ル
に
よ
る

間
仕
切
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
の
備
蓄
も
進
め
て
い
る
。

　そ
の
他
、
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
の
町
の
見
解
と
、
学

校
現
場
の
対
策
に
つ
い
て
も

質
問
し
た
。

町
民
の
感
染
症
等
の
予
防
に

つ
い
て

矢
野

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
無
償
化
し
、
事
前

の
予
防
を
進
め
る
こ
と
が
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

回
答

　菊
池
地
域
２
市
２
町

等
で
構
成
し
て
い
る
菊
池
郡

市
保
健
協
議
会
と
菊
池
郡
医

師
会
の
協
議
に
よ
り
各
市
町

統
一
し
た
委
託
料
及
び
自
己

負
担
額
で
実
施
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
２

市
２
町
の
住
民
負
担
額
が
同

一
の
金
額
で
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
、

現
時
点
で
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
同
時
流

行
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
予

防
接
種
を
積
極
的
に
推
奨
す

る
。

矢
野

　後
期
高
齢
者
歯
科
口

腔
検
診
と
歯
周
病
検
診
が
特

定
の
年
齢
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
受
診
率
が
低
い
と
聞

い
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
誤

嚥
性
肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
減

に
つ
が
る
が
、
健
康
維
持
の

基
本
と
な
る
口
腔
ケ
ア
の
あ

り
方
を
再
検
討
が
で
き
な
い

か
。

回
答

　歯
周
病
に
よ
る
糖
尿

病
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患

等
を
含
む
生
活
習
慣
病
と
の

関
係
も
分
か
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
口
腔
健
診
の
重
要
性

を
町
と
し
て
も
認
識
し
て
い

る
。
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上

の
た
め
の
方
法
を
町
嘱
託
歯

科
医
と
も
連
携
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

指
定
ゴ
ミ
袋
を
植
物
由
来
に

矢
野

　町
長
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
た
め

に
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
配
布
を

決
定
さ
れ
た
が
、
環
境
省
が

導
入
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

町
は
先
駆
け
て
ゴ
ミ
袋
を
植

物
由
来
に
検
討
で
き
な
い
か
。

回
答

　環
境
省
は
自
治
体
で

の
指
定
ゴ
ミ
袋
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
導
入
の
利
活

用
検
討
業
務
を
今
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
実
施
中
。

本
町
は
、
熊
本
都
市
圏
に
お

い
て
、
２
０
５
０
年
温
室
効

果
ガ
ス
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
宣
言
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
作
成
さ
れ
る

予
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
注

視
し
て
い
く
。

菊陽町ごみ袋

歯科受診

お
買
い
物
難
民
地
区
へ
の
移
動

販
売
に
つ
い
て

実
現
可
能
で
あ
れ
ば
、地
区
と
事
業
者
を

繋
い
で
い
き
た
い

答

廣瀨 英二 議員

令和２年第２回菊陽町議会臨時会

議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪

　
本

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂

　
本

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

修 正 動 議 否定 6-11 ● 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● 〇 ●

議案第47号 可決 11-6 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇

修正動議 議案第47号令和２年度菊陽町一般会計補正予算（第３号）に対する修正動議

議案第47号 令和２年度菊陽町一般会計補正予算（第３号）について

議案第48号 工事請負契約の締結について（（仮称）防災センター新築工事（工事））

議案第49号 工事請負契約の締結について（（仮称）防災センター新築工事（電気設備））

議案第50号 工事請負契約の締結について（（仮称）防災センター新築工事（機械設備））

議案第51号 工事請負契約の締結について（菊陽中学校体育館棟空調設備工事）

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除

付議事件

■賛否表 ○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

お
買
い
物
難
民
地
区
へ
の
移

動
販
売
に
つ
い
て

廣
瀨
　
南
小
学
校
区
に
お
い

て
は
、
令
和
二
年
三
月
末
で

75
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
全

体
の
校
区
の
中
で
一
番
高
い

比
率
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
井
口
地
区
に
お
い
て

は
高
齢
化
率
が
29
・
４
％
と

町
内
一
番
の
高
齢
者
地
区
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ

る
自
主
的
な
免
許
証
返
納
や

近
く
に
お
店
が
な
い
等
か
ら

お
買
い
物
難
民
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
地
区
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

回
答
　
菊
陽
町
全
体
で
は
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
割

合
が
令
和
二
年
三
月
末
で
中

部
小
学
校
区
や
南
小
校
区
に

は
20
％
を
超
す
地
区
も
見
受

け
ら
れ
る
。
高
齢
者
の
中
に

は
自
分
で
車
を
運
転
で
き
な

い
た
め
、
民
間
の
タ
ク
シ
ー

や
町
が
運
行
し
て
い
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
り
、

家
族
や
知
人
の
車
で
買
い
物

を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社

協
が
行
う
「
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
等
を
利
用
さ
れ

て
い
る
例
も
あ
る
。

廣
瀨
　
ロ
ー
ソ
ン
熊
本
菊
陽

バ
イ
パ
ス
店
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
地
域
と
一
緒
に
な
っ

た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
第
一
歩
と
し
て
町
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

回
答
　
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
、
必
要
と
さ

れ
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
実
情
に
配
慮
し
た
上
で

実
現
可
能
で
あ
れ
ば
、
地
区

と
事
業
者
を
繋
い
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

き
く
よ
う
健
康
俱
楽
部
に
つ

い
て

廣
瀨
　
健
康
づ
く
り
を
後
押

し
す
る
た
め
に
、
体
組
成
計

で
測
定
し
た
血
圧
、
筋
肉
量

等
の
数
値
を
記
録
す
る
健
康

手
帳
を
作
成
し
、
会
員
に
配

布
す
る
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

回
答
　
月
一
回
開
催
し
て
い

る
体
組
成
計
に
よ
る
無
料
測

定
会
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、

測
定
結
果
を
印
刷
し
て
お
渡

し
で
き
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
が
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

運
動
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
っ
て
い
る
。
現
在
の

シ
ス
テ
ム
機
能
を
活
か
す
た

め
に
無
料
測
定
会
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

廣
瀨
　
新
規
会
員
紹
介
ポ
イ

ン
ト
、
体
質
改
善
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
新
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

回
答
　
「
新
規
会
員
紹
介
ポ

イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
登

録
料
、
更
新
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
で
会
員
の
増
加
を

図
っ
て
い
る
。
「
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
は
、
月
一
回
の
「
無
料
測

定
会
」
へ
の
参
加
者
を
増
や

し
、
会
員
が
「
体
カ
ル
テ
」

を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
周
知
に
努

め
て
い
く
。

廣
瀨
　
交
換
商
品
と
し
て
、

地
元
特
産
品
等
の
新
設
は
町

の
産
業
振
興
に
繋
が
る
と
思

う
が
新
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

回
答
　
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
等
を
各
価
格
に
応
じ

た
セ
ッ
ト
内
容
の
対
応
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
今
後
は
、
会
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
、

て
い
ね
い
な
情
報
提
供
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
し
て
い
く

町
の
指
定
ゴ
ミ
袋
を
植
物
由
来
に

答

答

矢野 厚子 議員

小林 久美子 議員

令
和
３
年
度
に
作
成
さ
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
注
視
す
る

小
林
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

町
民
が
安
心
で
き
る
情
報
を

も
っ
と
提
供
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

県
の
窓
口
を
紹
介

回
答
　
感
染
症
を
心
配
さ
れ

る
町
民
の
方
へ
は
、
「
熊
本

県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
専
用
相
談
窓
口
」
で
相

談
さ
れ
る
よ
う
案
内
し
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
安
心
メ
ー
ル
、

広
報
誌
等
を
通
じ
て
町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
必
要
な
情
報
を

提
供
し
て
い
く
。

P
C
R
検
査
の
拡
充
を

小
林
　
発
熱
な
ど
コ
ロ
ナ
を

疑
う
症
状
が
あ
る
場
合
、

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
何

度
で
も
」
検
査
が
受
け
ら
れ

る
体
制
を
め
ざ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
入
院
施
設

や
隔
離
施
設
等
の
十
分
な
体

制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

回
答

　P
C
R
検
査
へ
の
実

施
や
対
応
に
つ
い
て
は
、
県

の
相
談
窓
口
（
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
保
健
所
へ
引
き

継
が
れ
、
本
人
の
聞
き
取
り

調
査
か
ら
保
健
所
が
検
査
実

施
を
判
断
さ
れ
て
い
る
。
県

内
に
お
け
る
P
C
R
検
査
実

施
体
制
と
し
て
、
県
（
保
健

所
）
又
は
医
師
の
判
断
に
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
県
で
は
感
染
症
受
け
入
れ

病
床
数
は
４
０
０
床
、
宿
泊

療
養
施
設
は
、
１
，
４
３
０

室
確
保
し
て
い
る
。

感
染
し
た
場
合
の
相
談
は

小
林
　
感
染
者
と
な
っ
た
場

合
の
療
養
、
生
活
全
般
の
相

談
は
ど
こ
に
す
れ
ば
い
い
の

か
。

保
健
所
が
個
々
に
対
応

回
答
　
感
染
者
及
び
濃
厚
接

触
者
に
対
す
る
治
療
・
療
養

な
ど
の
相
談
は
、
保
健
所
が

個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
対

応
さ
れ
る
。

小
林
　
災
害
時
の
避
難
所
の

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
準
備
が
さ
れ
て
い

る
の
か
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
等
備
蓄
を

進
め
て
い
る

回
答
　
町
で
は
、
３
蜜
を
防

止
す
る
た
め
に
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
避
難
者
の
受
付
時
に
発

熱
、
咳
な
ど
の
体
調
を
確
認

し
、
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

別
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
な
ど
の
対
策
を
お
こ

な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
避
難

所
の
衛
生
環
境
を
保
つ
た
め

の
、
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
な
ど
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
段
ボ
ー
ル
に
よ
る

間
仕
切
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
の
備
蓄
も
進
め
て
い
る
。

　そ
の
他
、
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
の
町
の
見
解
と
、
学

校
現
場
の
対
策
に
つ
い
て
も

質
問
し
た
。

町
民
の
感
染
症
等
の
予
防
に

つ
い
て

矢
野

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
無
償
化
し
、
事
前

の
予
防
を
進
め
る
こ
と
が
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

回
答

　菊
池
地
域
２
市
２
町

等
で
構
成
し
て
い
る
菊
池
郡

市
保
健
協
議
会
と
菊
池
郡
医

師
会
の
協
議
に
よ
り
各
市
町

統
一
し
た
委
託
料
及
び
自
己

負
担
額
で
実
施
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
２

市
２
町
の
住
民
負
担
額
が
同

一
の
金
額
で
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
、

現
時
点
で
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
同
時
流

行
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
予

防
接
種
を
積
極
的
に
推
奨
す

る
。

矢
野

　後
期
高
齢
者
歯
科
口

腔
検
診
と
歯
周
病
検
診
が
特

定
の
年
齢
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
受
診
率
が
低
い
と
聞

い
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
誤

嚥
性
肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
減

に
つ
が
る
が
、
健
康
維
持
の

基
本
と
な
る
口
腔
ケ
ア
の
あ

り
方
を
再
検
討
が
で
き
な
い

か
。

回
答

　歯
周
病
に
よ
る
糖
尿

病
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患

等
を
含
む
生
活
習
慣
病
と
の

関
係
も
分
か
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
口
腔
健
診
の
重
要
性

を
町
と
し
て
も
認
識
し
て
い

る
。
さ
ら
な
る
受
診
率
向
上

の
た
め
の
方
法
を
町
嘱
託
歯

科
医
と
も
連
携
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

指
定
ゴ
ミ
袋
を
植
物
由
来
に

矢
野

　町
長
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
た
め

に
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
配
布
を

決
定
さ
れ
た
が
、
環
境
省
が

導
入
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

町
は
先
駆
け
て
ゴ
ミ
袋
を
植

物
由
来
に
検
討
で
き
な
い
か
。

回
答

　環
境
省
は
自
治
体
で

の
指
定
ゴ
ミ
袋
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
導
入
の
利
活

用
検
討
業
務
を
今
年
度
か
ら

来
年
度
に
か
け
て
実
施
中
。

本
町
は
、
熊
本
都
市
圏
に
お

い
て
、
２
０
５
０
年
温
室
効

果
ガ
ス
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
宣
言
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
作
成
さ
れ
る

予
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
注

視
し
て
い
く
。

菊陽町ごみ袋

歯科受診

お
買
い
物
難
民
地
区
へ
の
移
動

販
売
に
つ
い
て

実
現
可
能
で
あ
れ
ば
、地
区
と
事
業
者
を

繋
い
で
い
き
た
い

答

廣瀨 英二 議員

令和２年第２回菊陽町議会臨時会

議案番号等
結  

果
表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪

　
本

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

北

　
山

布

　
田

坂

　
本

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

福

　
島賛成 反対

修 正 動 議 否定 6-11 ● 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● 〇 ●

議案第47号 可決 11-6 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇

修正動議 議案第47号令和２年度菊陽町一般会計補正予算（第３号）に対する修正動議

議案第47号 令和２年度菊陽町一般会計補正予算（第３号）について

議案第48号 工事請負契約の締結について（（仮称）防災センター新築工事（工事））

議案第49号 工事請負契約の締結について（（仮称）防災センター新築工事（電気設備））

議案第50号 工事請負契約の締結について（（仮称）防災センター新築工事（機械設備））

議案第51号 工事請負契約の締結について（菊陽中学校体育館棟空調設備工事）

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除

付議事件

■賛否表 ○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

お
買
い
物
難
民
地
区
へ
の
移

動
販
売
に
つ
い
て

廣
瀨
　
南
小
学
校
区
に
お
い

て
は
、
令
和
二
年
三
月
末
で

75
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
全

体
の
校
区
の
中
で
一
番
高
い

比
率
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
井
口
地
区
に
お
い
て

は
高
齢
化
率
が
29
・
４
％
と

町
内
一
番
の
高
齢
者
地
区
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ

る
自
主
的
な
免
許
証
返
納
や

近
く
に
お
店
が
な
い
等
か
ら

お
買
い
物
難
民
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
地
区
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

回
答
　
菊
陽
町
全
体
で
は
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
割

合
が
令
和
二
年
三
月
末
で
中

部
小
学
校
区
や
南
小
校
区
に

は
20
％
を
超
す
地
区
も
見
受

け
ら
れ
る
。
高
齢
者
の
中
に

は
自
分
で
車
を
運
転
で
き
な

い
た
め
、
民
間
の
タ
ク
シ
ー

や
町
が
運
行
し
て
い
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
り
、

家
族
や
知
人
の
車
で
買
い
物

を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社

協
が
行
う
「
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
等
を
利
用
さ
れ

て
い
る
例
も
あ
る
。

廣
瀨
　
ロ
ー
ソ
ン
熊
本
菊
陽

バ
イ
パ
ス
店
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
地
域
と
一
緒
に
な
っ

た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
第
一
歩
と
し
て
町
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

回
答
　
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
、
必
要
と
さ

れ
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
実
情
に
配
慮
し
た
上
で

実
現
可
能
で
あ
れ
ば
、
地
区

と
事
業
者
を
繋
い
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

き
く
よ
う
健
康
俱
楽
部
に
つ

い
て

廣
瀨
　
健
康
づ
く
り
を
後
押

し
す
る
た
め
に
、
体
組
成
計

で
測
定
し
た
血
圧
、
筋
肉
量

等
の
数
値
を
記
録
す
る
健
康

手
帳
を
作
成
し
、
会
員
に
配

布
す
る
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

回
答
　
月
一
回
開
催
し
て
い

る
体
組
成
計
に
よ
る
無
料
測

定
会
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、

測
定
結
果
を
印
刷
し
て
お
渡

し
で
き
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
が
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た

運
動
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
行
っ
て
い
る
。
現
在
の

シ
ス
テ
ム
機
能
を
活
か
す
た

め
に
無
料
測
定
会
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

廣
瀨
　
新
規
会
員
紹
介
ポ
イ

ン
ト
、
体
質
改
善
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
新
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

回
答
　
「
新
規
会
員
紹
介
ポ

イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
登

録
料
、
更
新
料
を
全
額
免
除

す
る
こ
と
で
会
員
の
増
加
を

図
っ
て
い
る
。
「
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
は
、
月
一
回
の
「
無
料
測

定
会
」
へ
の
参
加
者
を
増
や

し
、
会
員
が
「
体
カ
ル
テ
」

を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
周
知
に
努

め
て
い
く
。

廣
瀨
　
交
換
商
品
と
し
て
、

地
元
特
産
品
等
の
新
設
は
町

の
産
業
振
興
に
繋
が
る
と
思

う
が
新
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

回
答
　
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
等
を
各
価
格
に
応
じ

た
セ
ッ
ト
内
容
の
対
応
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
今
後
は
、
会
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。
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　僕
は
、
合
唱
部
に
入
っ
て
先
輩
と
話
し
た

り
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と
が

と
て
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
合
唱
部

の
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　    

（
三
年
　合
澤
昊
之
）

　こ
の
三
年
間
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
つ
ら

か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
精

一
杯
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
中
止
に
な
っ
た
こ
と

も
多
か
っ
た
け
ど
、
今
年
が
一
番
思
い
出
深

い
年
に
な
り
ま
し
た
。   （
三
年
　飯
干
真
桜
）

　合
唱
部
で
の
三
年
間
の
最
後
の
大
会
で
熊

日
大
賞
を
と
れ
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
私
が
一
年
の
時
の
先
輩
方
を
目
標
と
し
、

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
合
唱
部
で
の
経

験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
三
年
　大
石
愛
結
）

　合
唱
部
に
入
っ
て
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
と

喜
び
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。
く
じ
け
そ
う

な
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
、
先
輩
・
後
輩
や
先

生
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
三
年
間
合
唱
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
菊
陽
中
合
唱

部
で
い
れ
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
誇
り
に
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　  （
三
年
　岡
　美
鈴
）

　
　私
は
、
こ
の
三
年
間
で
た
く
さ
ん
の
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
て
い
く
活
動
を
通

し
て
、
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
音
楽
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
周
り
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
い

き
た
い
で
す
。
　
　
　 （
三
年
　川
上
　恵
）

　今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
が
と
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
こ
の
三
年
間
で
学

ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
特
に

基
礎
的
な
こ
と
を
一
番
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
こ
と
で
ス
テ
ー
ジ

で
歌
え
る
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。   （
三
年
　河
北
彩
七
）

　合
唱
部
で
歌
っ
た
中
で
も
、
こ
の
前
の
熊

日
で
歌
っ
た
こ
と
が
一
番
感
情
が
こ
も
っ
て

気
持
ち
よ
く
歌
え
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
中
で
、
あ
の
時
の
よ
う
に
す
っ

と
歌
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
菊
陽

中
合
唱
部
と
し
て
、
み
ん
な
と
歌
え
た
こ
と

に
感
謝
で
す
。
　
　
　 

（
三
年
　清
澤
映
麻
）

　私
は
部
長
に
な
り
、
最
初
は
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
合
唱
部
の
み
ん
な
と
た
く
さ
ん

の
経
験
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
不
安
も

消
え
て
い
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
が
す

ご
く
い
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
好

き
な
仲
間
と
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
　 

（
三
年
　工
藤
う
ら
ら
）

　入
部
し
て
か
ら
の
三
年
間
は
、
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
貴
重

な
思
い
出
、
み
ん
な
で
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

し
た
時
間
、
合
唱
部
は
私
の
宝
物
で
す
。
合

唱
部
に
出
会
え
て
幸
せ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
三
年
　酒
井
美
空
）

　私
が
三
年
間
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
最
後
の
熊
日
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
今

年
度
は
ス
テ
ー
ジ
で
歌
え
る
回
数
が
少
な

か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
歌
え
て
よ
か
っ
た

で
す
。
合
唱
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
　
　
　
　  （
三
年
　笹
谷
若
菜
）

　こ
の
三
年
間
で
「
友
情
」
と
「
助
け
合
い
」

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
ま
く
声
が

出
な
い
と
き
、
自
分
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
き

が
あ
っ
た
け
ど
、
同
じ
学
年
の
仲
間
や
先
輩

に
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、
上
手
く
歌
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
に
と
っ
て
最

後
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
す
ご
く
緊
張
し
た
け

ど
、
賞
が
と
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
今
後
も

「
友
情
」「
助
け
合
い
」
を
生
か
し
て
頑
張
り

ま
す
。
　
　
　
　
　 （
三
年
　武
田
倭
可
子
）

　合
唱
部
は
、
未
経
験
で
入
部
し
不
安
な
こ

と
も
多
か
っ
た
け
ど
、
先
輩
方
が
優
し
く
教

え
て
く
れ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
全
国
大
会
に

い
っ
た
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
悔
し
い
思
い
も
た
く
さ

ん
し
た
け
ど
、
そ
の
分
い
い
思
い
出
も
た
く

さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
唱
部
で

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。（
三
年
　戸
上
莉
彩
）

　私
は
、
元
々
皆
で
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
は

苦
手
で
し
た
。
今
年
度
た
だ
一
つ
行
わ
れ
た

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
皆
で
熊
日
大
賞
を
と
れ
た

お
か
げ
で
皆
で
歌
う
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
周
り
の
人
に
は
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
で
す
。
　
　 （
三
年
　森
川
初
希
）

　最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
熊
日
大
賞
を
い
た

だ
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
役
割
を
も
ら
い
、
心
配
で
し
た

が
、
後
輩
や
友
達
の
支
え
も
あ
り
、
す
ご
く

充
実
し
た
三
年
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
三
年
　吉
村
葉
那
）

菊陽中　グランプリ〈３年連続〉

熊日学生音楽コンクール
合唱部門
熊日学生音楽コンクール
合唱部門

　９月５日に行われた熊日学生音楽コンクール合唱部門
で菊陽中学校が３年連続５回目の熊日大賞に選ばれた。
　合唱部員の喜びの声を届けます。

１
、
２
年
生
の
喜
び
の
声
は

次
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

担当：矢野　厚子

議
案
第
50
号
　
行
為
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（（
仮

称
）
防
災
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
（
機
械
設
備
））

税
込
み
予
定
価
格
１
億
８
７

７
７
万
円
に
対
し
て
落
札
価

格
は
１
億
８
２
６
０
万
円
で

落
札
率
は
97
・
25
％
。

議
案
第
51
号
　
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
菊
陽

中
学
校
体
育
館
棟
空
調
整
備

工
事
）

税
込
み
予
定
価
格
１
億
１
７

０
４
万
円
に
対
し
て
落
札
価

格
は
１
億
１
５
５
０
万
円
で

落
札
率
は
98
・
68
％
。

《
質
疑
》      

坂
本
秀
則
議
員

　工
期
６
か

月
の
間
、
体
育
館
は
全
く
使

え
な
い
の
か
。

施
設
整
備
課
長
　
授
業
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
行
う
。

佐
々
木
理
美
子
議
員
　
空
調

は
、
競
技
に
よ
っ
て
風
量
の

影
響
な
い
の
か
。

施
設
整
備
課
長
　
空
気
の
流

れ
が
全
く
な
い
パ
ネ
ル
式
と

通
常
の
空
調
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
あ
り
影
響
は
な
い
。

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
が

令
和
２
年
８
月
12
日
に
開
催

さ
れ
た

議
案
第
47
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ

い
て

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す

る
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
る
。

こ
の
議
案
に
つ
い
て
の
提
案

理
由
の
説
明
が
終
了
す
る

と
、
す
ぐ
に
休
憩
の
動
議
が

さ
れ
本
会
議
は
暫
時
休
憩
と

な
る
。

休
憩
動
議
の
理
由
は
、
今
回

の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
５

０
４
５
万
８
千
円
の
う
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
費
と

し
て
、
町
内
全
世
帯
へ
の
マ

イ
バ
ッ
グ
配
布
の
製
作
業
務

委
託
料
２
２
３
８
万
５
千

円
、
そ
れ
に
付
随
す
る
除
菌

ス
プ
レ
ー
等
を
合
わ
せ
て
、
合

計
３
１
５
６
万
６
千
円
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
件
に
対

す
る
異
議
が
あ
る
議
員
よ
り
休

憩
動
議
が
な
さ
れ
、
委
員
会

室
で
協
議
が
な
さ
れ
た
。

全
議
員
で
協
議
す
る
が
、
意

見
が
分
か
れ
た
た
め
、
６
名

の
議
員
が
修
正
動
議
を
提
出

す
る
こ
と
と
な
る
。
内
容

は
、
町
執
行
部
提
出
の
一
般

会
計
補
正
予
算
か
ら
前
述
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

事
業
費
と
し
て
の
マ
イ
バ
ッ

グ
製
作
業
務
委
託
料
等
の
費

用
を
削
除
す
る
も
の
。

本
会
議
が
再
開
さ
れ
、
議
案

第
47
号
及
び
そ
の
修
正
案
が

同
時
に
審
議
さ
れ
た
。

《
質
疑
》      

坂
本
秀
則
議
員

　マ
イ
バ
ッ

グ
配
布
以
外
に
経
済
対
策
を

考
え
ら
れ
た
か
。

町
長
　
マ
イ
バ
ッ
グ
の
提
案

理
由
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
意
味

も
込
め
て
、
地
球
温
暖
化
防

止
も
取
り
組
む
こ
と
で
提
案

し
た
。

渡
辺
裕
之
議
員
　
経
済
対
策

に
関
し
、
商
工
事
業
者
や
、

特
に
飲
食
店
等
の
調
査
含

め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
こ

の
事
業
は
住
民
の
大
き
な
要

望
だ
っ
た
の
か
。
そ
う
い
っ

た
リ
サ
ー
チ
を
さ
れ
た
か
。

町
長
　
商
工
会
と
は
打
ち
合

わ
せ
は
十
分
や
っ
て
い
る
。

エ
コ
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、

危
機
管
理
防
災
課
長
　
３
階

の
執
務
室
は
、
い
く
つ
か
の

課
を
移
動
す
る
予
定
。

甲
斐
榮
治
議
員
　
３
階
部
分

の
広
い
ス
ペ
ー
ス
は
間
仕
切

り
な
ど
で
き
る
の
か
。
議
会

も
会
議
室
が
不
足
し
て
い
る

が
、
使
え
る
の
か
。

危
機
管
理
防
災
課
長
　
間
仕

切
り
の
予
定
は
な
い
が
、
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
切
る
こ

と
は
あ
る
。

中
岡
敏
博
議
員
　
渡
り
廊
下

が
１
つ
だ
が
、  

十
分
な
の
か
。

危
機
管
理
防
災
課
長
　

ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
、

１
つ
の
予
定
。

議
案
第
49
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て（（
仮
称
）防
災
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
（
機
械
設
備
））

税
込
み
予
定
価
格
１
億
５
７

６
３
万
円
に
対
し
て
落
札
価

格
は
１
億
４
８
１
７
万
円
で

落
札
率
は
94
％
。

直
接
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
や
っ

て
い
な
い
。

甲
斐
榮
治
議
員
　
①
民
生
費

に
つ
い
て
、
扶
助
費
の
１
４
０

０
万
円
は
、
議
会
の
研
修
費
や

政
務
活
動
費
の
一
部
を
削
減
し

て
、
約
７
０
０
万
円
を
コ
ロ
ナ

対
策
に
充
て
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
と
な
っ

た
の
か
。  

②
エ
コ
バ
ッ
グ
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
が
コ
ロ
ナ
対

策
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
回
の
修
正
動
議
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
つ
い

て
の
資
金
は
他
に
使
途
が
な
い

の
か
。

町
長
　
①
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
削
減
分
に
一
般
財
源
を

加
え
て
い
る
。  

②
地
球
温

暖
化
の
関
係
で
、
一
刻
も
早

く
取
り
組
み
た
い
。

矢
野
厚
子
議
員
　
エ
コ
バ
ッ

グ
の
配
布
方
法
は
。

環
境
生
活
課
長
　
公
営
住
宅

や
戸
建
て
住
宅
の
方
へ
は
区

長
・
自
治
会
長
を
通
じ
て
配

布
、
集
合
住
宅
に
つ
い
て

は
、
引
換
券
を
郵
送
す
る
。

西
本
友
春
議
員
　
マ
イ
バ
ッ

グ
製
作
業
務
委
託
料
の
説
明
を
。

環
境
生
活
課
長
　
２
４
０
０

円
の
定
価
の
品
物
を
作
成
し

て
い
る
業
者
よ
り
参
考
見
積

を
聴
取
し
た
。１
万
８
５
０
０

世
帯
分
で
予
算
計
上
し
て
い

る
。

採
決
の
結
果
は
、
修
正
案
へ

の
賛
成
６
名
、
執
行
部
提
出

案
へ
の
賛
成
11
名
で
修
正
案

は
否
決
さ
れ
、
執
行
部
案
が

可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
48
号
　

工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て
（（
仮
称
）
防
災
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
（
建
築
））

税
込
み
予
定
価
格
7
億
２
３

４
７
万
円
に
対
し
て
落
札
価

格
は
7
億
１
２
２
５
万
円
。

落
札
率
は
98
・
45
％

《
質
疑
》      

坂
本
秀
則
議
員

　施
設
に
シ

ャ
ワ
ー
室
と
浴
場
等
が
必
要

で
は
な
い
か
。

危
機
管
理
防
災
課
長
　
シ
ャ

ワ
ー
室
は
設
け
る
予
定
で
あ

る
が
、
浴
室
は
予
定
し
て
い

な
い
。

渡
辺
裕
之
議
員
　
執
務
室
は

通
常
ど
う
使
う
の
か
。

第
２
回
臨
時
会

担当：大久保　輝

マイバッグと除菌スプレー

防災センター完成予想図
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　僕
は
、
合
唱
部
に
入
っ
て
先
輩
と
話
し
た

り
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と
が

と
て
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
合
唱
部

の
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　    

（
三
年
　合
澤
昊
之
）

　こ
の
三
年
間
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
つ
ら

か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
精

一
杯
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
中
止
に
な
っ
た
こ
と

も
多
か
っ
た
け
ど
、
今
年
が
一
番
思
い
出
深

い
年
に
な
り
ま
し
た
。   （
三
年
　飯
干
真
桜
）

　合
唱
部
で
の
三
年
間
の
最
後
の
大
会
で
熊

日
大
賞
を
と
れ
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
私
が
一
年
の
時
の
先
輩
方
を
目
標
と
し
、

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
合
唱
部
で
の
経

験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
三
年
　大
石
愛
結
）

　合
唱
部
に
入
っ
て
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
と

喜
び
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。
く
じ
け
そ
う

な
と
き
も
あ
っ
た
け
ど
、
先
輩
・
後
輩
や
先

生
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
三
年
間
合
唱
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
菊
陽
中
合
唱

部
で
い
れ
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
誇
り
に
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　  （
三
年
　岡
　美
鈴
）

　
　私
は
、
こ
の
三
年
間
で
た
く
さ
ん
の
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
て
い
く
活
動
を
通

し
て
、
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
音
楽
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
周
り
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
い

き
た
い
で
す
。
　
　
　 （
三
年
　川
上
　恵
）

　今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
が
と
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
こ
の
三
年
間
で
学

ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
特
に

基
礎
的
な
こ
と
を
一
番
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
こ
と
で
ス
テ
ー
ジ

で
歌
え
る
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。   （
三
年
　河
北
彩
七
）

　合
唱
部
で
歌
っ
た
中
で
も
、
こ
の
前
の
熊

日
で
歌
っ
た
こ
と
が
一
番
感
情
が
こ
も
っ
て

気
持
ち
よ
く
歌
え
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
中
で
、
あ
の
時
の
よ
う
に
す
っ

と
歌
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
菊
陽

中
合
唱
部
と
し
て
、
み
ん
な
と
歌
え
た
こ
と

に
感
謝
で
す
。
　
　
　 

（
三
年
　清
澤
映
麻
）

　私
は
部
長
に
な
り
、
最
初
は
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
合
唱
部
の
み
ん
な
と
た
く
さ
ん

の
経
験
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
不
安
も

消
え
て
い
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
が
す

ご
く
い
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
好

き
な
仲
間
と
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
　 

（
三
年
　工
藤
う
ら
ら
）

　入
部
し
て
か
ら
の
三
年
間
は
、
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
貴
重

な
思
い
出
、
み
ん
な
で
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

し
た
時
間
、
合
唱
部
は
私
の
宝
物
で
す
。
合

唱
部
に
出
会
え
て
幸
せ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
三
年
　酒
井
美
空
）

　私
が
三
年
間
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
最
後
の
熊
日
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
今

年
度
は
ス
テ
ー
ジ
で
歌
え
る
回
数
が
少
な

か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
歌
え
て
よ
か
っ
た

で
す
。
合
唱
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
　
　
　
　  （
三
年
　笹
谷
若
菜
）

　こ
の
三
年
間
で
「
友
情
」
と
「
助
け
合
い
」

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
ま
く
声
が

出
な
い
と
き
、
自
分
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
き

が
あ
っ
た
け
ど
、
同
じ
学
年
の
仲
間
や
先
輩

に
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、
上
手
く
歌
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
に
と
っ
て
最

後
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
す
ご
く
緊
張
し
た
け

ど
、
賞
が
と
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
今
後
も

「
友
情
」「
助
け
合
い
」
を
生
か
し
て
頑
張
り

ま
す
。
　
　
　
　
　 （
三
年
　武
田
倭
可
子
）

　合
唱
部
は
、
未
経
験
で
入
部
し
不
安
な
こ

と
も
多
か
っ
た
け
ど
、
先
輩
方
が
優
し
く
教

え
て
く
れ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
全
国
大
会
に

い
っ
た
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
悔
し
い
思
い
も
た
く
さ

ん
し
た
け
ど
、
そ
の
分
い
い
思
い
出
も
た
く

さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
唱
部
で

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。（
三
年
　戸
上
莉
彩
）

　私
は
、
元
々
皆
で
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
は

苦
手
で
し
た
。
今
年
度
た
だ
一
つ
行
わ
れ
た

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
皆
で
熊
日
大
賞
を
と
れ
た

お
か
げ
で
皆
で
歌
う
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
周
り
の
人
に
は
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
で
す
。
　
　 （
三
年
　森
川
初
希
）

　最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
熊
日
大
賞
を
い
た

だ
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
役
割
を
も
ら
い
、
心
配
で
し
た

が
、
後
輩
や
友
達
の
支
え
も
あ
り
、
す
ご
く

充
実
し
た
三
年
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
三
年
　吉
村
葉
那
）

菊陽中　グランプリ〈３年連続〉

熊日学生音楽コンクール
合唱部門
熊日学生音楽コンクール
合唱部門

　９月５日に行われた熊日学生音楽コンクール合唱部門
で菊陽中学校が３年連続５回目の熊日大賞に選ばれた。
　合唱部員の喜びの声を届けます。

１
、
２
年
生
の
喜
び
の
声
は

次
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

担当：矢野　厚子
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議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
議
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
発
行
責
任
者 

 

　
　 

議
　
　
長
　
　 

上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委 

員 

長      

西
本
　
友
春

副
委
員
長      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

佐
々
木
理
美
子

委
　
　
員      

大
久
保
　
輝

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

委
　
　
員      

廣
瀨
　
英
二

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

佐
々
木 

理
美
子

　
９
月
の
台
風
10
号
の
襲
来
で
皆
さ
ま
も
大
変

ご
不
安
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
菊
陽
町
で

は
大
き
な
被
害
も
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
も
安

心
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に

よ
っ
て
各
種
行
事
の
中
止
等
が
相
次
ぎ
思
う
様
に

広
報
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
切
な

議
案
内
容
や
議
会
活
動

を
で
き
る
だ
け
「
わ
か

り
や
す
く
」
お
伝
え
す

る
た
め
、
広
報
委
員
一

人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
作
成
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も

日
々
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

熊日学生音楽コンクール合唱部門で
３年連続グランプリの菊陽中の皆さん

表紙の 紹介

結婚50年に感謝
　実りの秋、、、農家の苦労が笑顔に変わる季節です。
そのような中で先日、菊陽町、熊日新聞社より結婚
50年の歩みを事業として祝福、表彰していただき、
町議会の皆様にも感謝申し上げます。
　私たちは、昭和45年３月に結婚式、翌日には大阪
万博、日本の未来に期待と夢を抱き、万の神に手を
合わせての新たな人生のスタートでした。
　それからは上り坂、下り坂、まさかの坂で多くの
人に助けられ、支えられてありがたさを実感した50
年でした。
　特に、親となり２男１女に恵まれ、今ではそれぞ
れが何の心配事もなく一番うれしく思います。
　そのうえ、大好きな菊陽で大好きな百姓ができて50年。感無量です。
　中でも、トウモロコシと人参の産地づくり、タバコの共同作業、機械利用組合、甘薯のフリー苗導入、農産
物市場づくり等、仲間たちが集まることで共同の心が芽生え、行政の支援もあり「明日の農業」に夢が続きま
した。故に、共同の心が育てば「夢実現する」ということを共に学びました。
　また平成４年には、アメリカ国務省から招待を受け、カルチャーショックと同時に輸出政策や農家の所得補償、
町をあげての作物づくり等、我が国をはるかに超えた「産・学・官」の政策は私の人生の大きな糧となりました。
　そんな私でしたので、妻・母には大変負担をかけ申し訳なく思っていますが、大変感謝しております。
　これからは仲間たちとエゴマ油の生産とその機能性を探究してまいります。
　最後に「食と農は命の基」です。これからも“農家に関心高まる事”を願っています。

馬場楠　上村 幸男さんご夫婦

取材担当　福島 知雄

※今年度は 63 組の皆様が金婚式をむかえられました。

もとい
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